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血液酸盤基雫衡，主トシテ實験的「アチ

ドージス」ト白血球核移動トノ關係

第9報酸経口的投箭

金澤讐科大學病理學教室（杉山教授指導）

平 井 邦 夫

1〈uizio Hirai

（昭和16年11月27日受附 特別掲載）

内 容 抄 録

 10頭ノ成熟家兎ヲ2頭宛5群二分チ，之二4．0％HC1

溶液ヲ5，10及ピ20cc宛，二二3・0％II2So4溶液ヲ10

及ビ20cc宛ヲ，皐朝富腹時二経口的二丁與シ，4日目

迄ノ観察ヲ行ヘルニ，二刀後血液縛CO2量ハ著明二減

少シテ顯著ナル血液アチドージス」ヲ護現スルト二二，

之ト興野シテ假「エa細胞核ハ漸次著明ナル左方移動ヲ

來シ，次デ血液アチドージス」ノ輕減乃至ハ消退ト共

二，核型モ漸次常態二恢復シテIloff氏所説ト略一致

セリ．唯少量投興例二野テ血液アチドージス」惹起後，

一・栫uアルカロージス」ヲ護現シテ，而ル後二常態二恢

復スルニモ拘ラズ，核型ハ常二射照値ヨリモ4S均核分

葉数ノ滅少ノ状態ヲ保チナガラ，漸i欠常態二復唱スル

モノニシテ，コノ鮎二於テ聯力該所説トー致セザリ

キ，ソノ他赤血球激及ピ血色素量ハ8時下目迄ハ輕度

ノ増加若クハ認ムベキ攣化ヲ來サザリシモ，1日目ヨ

リ減少ヲ來セリ．白血球敷ハ門門直後一時門門ノ減少

ヲ示セルモ，ソレ以後増加ヲ來セリ．假「エ」細胞ハ

％，實三共二増加シ，淋巴球ハ％，實数学二減少セ

リ．「エllwr胞，旧基細胞及ピ大軍核球等ニハー定ノ傾

向ヲ認メズ．尚如上ノ諸攣化バー一般二酸ノ投與量ノ大

ナルモノ程著明ナリキ．

第1章 緒 言

第2章實験材料及ビ實験方法
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第1章 緒 言

抑モ生艦が自盟二加ヘラレタルアル刺戟二封 シテ行フ反慮ハ，一方二於テハソノ刺戟ノ性質
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帥チソノ種類及ビ強サ等二至大ノ關係ヲ有シ，

他方＝於テハ生彊ノ先天的素質及ビ後天的條件

等＝依りテ，相違ノ存スベキハ自明ノ事ニシテ

敢テ贅言ヲ要セザルノ事ナルモ，樹ソノ外二刺

戟ノ生湿二二ヘラル・方法二二依リテモ，幾何

カノ相違ヲ來スナラン可能性モ容易二推察サレ

得ル所ナリ．EPチ生艦二同一・・一・ノ忌物ヲ與フルニ

モ拘ラズ，之ヲ経口的二面フル場合ト，経口的以

外ノ例ヘバ皮下叉一山腿内注射二依リテ與フル

場合1・ハ，生艦ハアル因子二於テ別種ノ，時＝ハ

全然相反スル反鷹ヲ招來スルトノ業績ハ吾人等

ノ時々先人ノ文献二於テ散見スル所ナリ．余ハ

前回二三テas一一燐酸加里及ピ肇酸ノ溶液ヲ静脈

内二注入セル場合二於ケル血液酸盤基平衡歌態

ト白血球核移動トノ二二二二テ報告スル所アリ

タルモ，二二如上ノ見地ヨリ酸ヲ維口的二藍與

セル場合ノ實験ヲ行ヒ，コノ場合ニモ等シク血

液アチドージス」ヲ惹起スルトセルモ，白血球核

移動ハ如何ナルi墜化ヲ呈スルヤヲ槻察スルモ，

敢テ徒螢ノ事＝ハ非ズト信ジテコノ實験ヲ行

ヘリ．

第2章實験材料及ビ實験方法

 先報二四テ既二詳述セルラ以テ，本庁二二テハソノ

概略ヲ記述スルニ止ムペシ．

 1）實験動物

 尊重2k9内外ノ健康雄性家兎ニシテ2週闘以上一定

ノ飼料（豆腐粕二少量ノ甘藷ヲ添加ス）ヲ以テ銅養セル

モノヲ用ピタリ．

2）投奥酸類

 余ハコノ場合二酸作用以外二特異ノ副作用ヲ有セザ

ル所謂藥理學的ノ眞ノ意味ノ酸ヲ投與センb志シ，コ

ノ日切ニ門門（Merck）及ピ硫酸ヲ使用セリ，而シテ盤

酸ハ4・0％溶液ヲ，硫酸ハ局所作用強キ酸ナル事ヲ慮

りテ3・0％溶液ヲ調製シテ使用セリ．而シテ10頭ノ家

兎ヲ2頭宛5群二分チ1，Ir及ビm群ニハ4．0％温温

溶液ヲ夫k5，10及ビ20cc宛ヲ，IV及ビV群ニハ3．0％

硫酸溶液ヲ夫’々10及ピ20cc宛ヲ，早朝家兎室腹時＝胃

消息子ヲ以テ吟興シ，投與直前（日照），投奥後30分，

1，2，3，5，8時間，1，2及ビ4日ノ間隔ヲオキテー

般血液像ノ攣化ヲ調べ，爾コノ間日於テ8回血液総炭

酸瓦斯量ノ七化ヲ樵セリ．ca 1日目ヨリハ何レモ早朝

飼料投広前ノ可及的同一時刻ヲ選ビテ測定ヲ行ヘリ．

 3）探 血

 三山ハ專ラ耳翼末端二心キ比較的細キ静脈ヲ選ピテ

行ヘリ．尚血液総炭酸瓦斯量測定ノ際ノ探血ハ，血液

が全ク室二二鰻接セザル如クニ行フ事必要ニシテ，之

ニハ小切創ヲ興ヘタル耳翼ヲ，流動パラフィン」ヲ盛

りタル小シャーレ」二浸漬シテ探血セリ．

 4）血液塗抹標本

 血液塗抹標本ハMay－Giemsa重染色ヲ行ヒ，油浸装

置ニテ鏡梅セリ．而シテ各種白血球百分牽ニハ200個

ノ白血球ヲ，核移動ニハ1eo個ノ假性エオジン嗜好性

白血球ヲ撒へ，核移動ハCookes Ponder，杉山氏法ニ

ヨリテilS均核分葉激ヲ算定シテ夫レヲ論ゼリ．尚核分

i葉ノ判定ニハ嚴密二連糸’i絵（Verbindungsfaden）二依ル

眞性分葉ヲ以テ行ヒ，芳野橋（VerbindungsbrUcke）二

依ル假性分葉ハ之ヲ1個ノモノトシテ計算セリ．省核

ノ位置二二リテ三重ナリテ分葉制定困難ナルモノ＝

ハ，凹型二丁k％個宛ヲ加算セリ．

 5）血球数測定

 白血球数計算ニハT廿rk氏液＝テ10倍二，赤血球

数計算ニハHeyem氏液ニテ200倍二稀羅シ，：Levy－

Hausser血球計算器二豫レリ．

 6）血色素量測定

 Sahli氏血色素計二綴レリ．

 7）血液総炭酸瓦斯量測定

 齋藤氏ノ考案ニナル微量血液瓦斯分析装置（被二二

液量0・1cc）ヲ使用シ，全三二就テ測定セリ．

第3章 實 験 成 績

家兎；酸ヲ経口的二階回スル＝s少量ノ場合

＝バー般歌態『鯨リ著明ナル攣化ヲ來サザリシ

モ，大量ニナルト二二投與後間モナク心臓搏動

著明トナリ，呼吸促逼ヲ來シ，耳翼ハ著明ナル
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「チヤノーゼ」ヲ呈シ家兎一関立シオルヲ得ズシ

テ横臥スルニ至レリ．一二4．0％盤酸溶液20cc

投與一直二十テハ，食慾モ著明二障碍サレ，酸

投與當日ニハ實験後2頭ノ家兎トモ殆ンド撮食

セザリキ．

  第1節 4．0％肇酸溶液経口的投即興験

 6頭ノ成熟家兎ヲ2頭宛3群二分チ，4・O％盤

酸溶液ヲ夫々5，10及ビ20cc宛ヲ，何レモ早朝

室腹時二胃浩息子ヲ以テ臣事シ，竹野直前（封

照），投與後30分，1，2，3，5，8時間，1，2

及ビ4日ノ間隔ヲオキテ赤血球歎，血色素量，

白血球藪等ノ検索及ビ血液塗抹標本作製ヲ行

ヒ，尚コノ間二丁テ前後8回二亘リテ血液総炭

酸瓦斯量ヲ測定シテ，酸下下平衡状態ノ攣化ヲ

槻察セリ．

     第1項5cc投與實験
 投與酸量ハ艦重書kg夫々2・81cc及ビ2・79cc

＝當レリ，

 1）血液総炭酸瓦斯量

 家兎1號二於テハ投與直前ノ36．0 Vo1・％二世

シ，投與後1時間目ニハ34．2 VoL％トナリテ輕

度ノ減少ノ傾向ヲ來セルノミナルモ，ソレ以後

5時闇目迄ハ漸次著明二減少シ，5時聞目ニハ

25．5Vol．％（最低値）トナリテ堺町値ノ90・8％＝

減少セリ．ソレ以後ハ増加二向ヘルモ，8時聞

目ニ一州ダ28．1・Vol．％ニシテ輕度ノ族復ノ傾向

ヲ來セルノミナルモ，1日目ニハ49．5 VoL％ト

ナリテ塁｝照値ノ137．5％二却ツテ著明ナル増加

ヲ來セリ．而シテカ・ル増加ノ網野ハ尚藪日蝕

糠綾スルモノノ如ク，4日目ニハ梢減少シタリ

トハ難モ，th43．1 Vo］．％ヲ示シテ封冊値ノ119．7

％二當レリ．家兎2號二於テハ弓隠直前ノ41・O

Vol．％二樹シ，1時間目ニハ39．3 Vo1・％トナリ

テ輕微ノ減少ノ傾向ヲ野比ルノミナルモ，ソ

ノ後ハ減少漸次著明トナリ，3時聞目ニハ30・8

Vol．％（最低値）トナリテ塾1照値ノ75・1％＝當レ

リ．ソレ以後漸次増加ノ径路ヲ辿り8時間目＝

ハ35．5Vol．％二恢復セリ．樹コノ家兎二於テモ

1日目ニハ50．7 Vo｝．％トナリテi射照値ノ123．7

％＝相當スル著明ナル増加ヲ來シ，4日目＝至

りテモ未ダ47．2Vo】．％ノ高値ヲ示シ塁擁｛値ノ11

5．1％二當レリ．

 2）赤血球藪及ビ血色素：量

 赤血球歎二就テハ，酸投與某日及ビ1日目二

於テハ爾家兎トモニ認ムペキ程ノ攣化ヲ來サザ

リシモ，2’ 坙ﾚヨリ輕度ノ減少ヲ來シ，2日目

ニハ家兎1號一封町尽ノ498萬ヨリ448萬二，

家兎2號ハ572萬ヨリ526萬二減少セリ．血色

第1表（イ） 4．0％盤酸溶液5cc維口的投與 （家兎1號6）

全血総炭

_瓦斯量
赤血球激 血色素量 白血1球数

各種白血球百分率（襯察細胞200個）経 過 時 閲

幌一・劃 大1配球

（9）＿」

實 数

iV・L％）

封照ヲ1100．0

gセル’百回忌

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

樹照ヲ
P00．0

gセル
S分率

減数

封照ヲ
P00．0   トセル

S分i率

實激

w

封照ヲ
P00．

gセル
S分率

直前（封照）投明後 3 0 分

@1時間
@2時間
@3時間
@5時間
@8時間
@1  日

@2  日

@4  日

36．〇 100．〇

黷X5．〇

黷V8．6

V0．8

V8．1

P37．5

P33．1

P19．7

全数

i万）

S9忌

T15

T04

T05

S65

T12

T33

T05

S48

S62

100．0

P03．4

P0L2
P01．4

X3．4

P02．8

P07．0

P01．4

X0．0

X2．8

實敷

黷W2

W7

W7

W4

W6

W7

W2

W2

W0

V8

100．0

P06．1

P06．1

P02．5

P04．9

P06．1

P00．0

P00．0

X7．6

X5．2

6900

V480

X300

V620

W860

X760

W100

P0180

X160

W260

100，034．O  I

P08．4［38．5
@ 1134，845．O  l110，448．5

A28，4｝5、．5

   一

撫ﾆヲ1L
?nO．0嗜

100．0

W9．3

V2．1

V7．

V4．6

V7．0

T4．

U9．7

V2．9

X1．8
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第1表（・） 4．0％膣酸溶液5cc経口的投與（家兎1號6）

経 假「エJ嗜好
淋巴球敏

假・エ・嗜好性帥二二翻（懸瑠胞）

過 白血球数 ZF均核分葉籔

時 間

實数

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

罪数

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

1 II III IV V
倉掛

封照ヲ
@100．0

gセル

直前（封照） 2346 100．0 4209 100．0 51．5 46．0 2．5 0 0 1，510
一一

P00．0

丁丁後
@3 0 分

2880 122．8 4077 96．9 63．0 32．0 5．0 0 0 1，420 94．0

1時間 4185 178．4 4092 97．2 65．5 31．5 3．0 0 0 1，375 91．1

2時間 3696 157．6 3581 85．1 64．0 35．0 1．0 0 0 1，370 90．7

3時間 4563 194．5 4031 95．8 65．0 33．0 2．0 0 0 1，370 90．7

5時間 4685 199．7 4587 109．0 70．5 28．5 1．0 0 0 1，305 86．4

8時間 4941 210．6 2714 64．5 77．0 21．0 2．0 0 0 1，250 82．8

1  日 5446 232．2 4327 102．8 64．5 32．5 2．0 1．0 0 1，395 92．4

2  日 螂 189．4 4076 96．8 56．0 38．0 5．0 1．0 0 1，510 100．0

4  日 140．8 4626 109・91 51．0 40．0 8．0 0 1．0 1，600 106．0

素量ハ投．與後一時二度ノ」曾加ヲ來シ，家兎1號

ハ封照値ノ82％二封シ，30分目及ビ1時二目二

87％＝，家兎2號ハ92％ヨリ30分目及ビ1時間

三二夫々91％及ビ95％二壇加セリ．而シテ二二

當日乃至1日目＝ハ未ダ二二値或ハソレ以上ノ

値ヲ保テルモ，2日目ヨリハ赤血球数ノ減少＝

伴ヒテ血色素量モ亦輕度二減少シ，4日目ニハ

夫々78％及ビ87％ヲ示セリ．

 3）白血球籔

 爾家兎何レモ投下後8時間二二ハ漸次輕度ノ

増加ヲ來セリ．帥チ家兎1號ハ投信直前ノ6900

二封シ，1時間目ニハ9300二，5時間目ニハ97

60二増加シ，家兎2號ハ二二直前ノ3500二封シ

8時間目＝ハ10910（最高値）二増加セリ．ソノ

後ハ大艦二於テ漸次減少ノ径路ヲ辿り，4日目

＝一夫lt 8260及ビ8760 ＝減少シ，自照値二復蹄

第2表（イ） 4．0％塵隠溶液5cc経口的投與 （家兎2號3）

全二才炭

_瓦斯量
血色素量

各種白血球百分率（観察細胞200個）

白血球藪
1假・エ・嗜好1

淋巴球

経 過 時 間

實 撒
    障る翻      1（Vol．O／o）、講1（万） 封照ヲ

P00．0

ui實敷

日照ヲ
P00．0

gセル
S分率

工数
トセル

S分率

綿十階臨
トセル

S分率

盟基嗜好～5．04．56．5 大軍核球

封照ヲ
P00．0

gセル
S分…率

直前（封照）投與後 3 0 分

@1時間

41．0i

|39．3

100．d

Q ！

X5．91

一572
100．0

P02．1

P00．9

92

X4

X5

100．0

P02．2

P03．3

8500

W860

W000

100，033．0

P04，229．0

X4，129．0

100．0

W7．9
@ 187・9：

 加数

@1｝P，061．0 ト

P，065．5

@1Q，062．5 1

100．

P07．

P02．4

2時間 一  一
3時間    30．8

5時間    32．2
8 時…間  一  35．5

1   日 1850 50．7

2     日  1790  50・1

4 日175047．2

75．1

78．5

86．6

123．7

122．2

115．1

546

540

552

563

553

526

504

95．4i 93

94．41 94

96．51 93

98．41 93

96．71 90

91．91 88

88．ll 87

1ol．ll opool 116．4i37．sh13．61 o j 3．ol 1．oiss．s

i62．21 ssooho3．slos．o！ i30．31 o l 6．sl i．o14g．s

        E
101．ll 9420i 110．867．51 204．51 O．51 2．01 O．529．5
        1－A ．1 一一1 一1． 一1 ．． 一1
      128．7149．O                  O．547．5              0 1 3．0101．li 10940           148．5
11：1蟹1：l！；：蹴1笥1：藩1

94．61 8760      103．0）45．01 136．4i 1．Oj 4．51 O ，49．5

95．9

81．1

48．

77．9

75．4

93．4

81．1
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第2表（ロ） 4．0％盤酸溶液5cc経口的投與 （家兎2號3）

経

過

時

間

直前（二二）

日劇後
 3 0 分

 1時間
 2時間
 3時間
5時間16359
8時間i5361
1  日

2  日

4  日
    レ

假「エ」嗜好

淋巴球帯
馳・嗜好性謡曲核鋤醒糀胞）

白血球敷 牛設計分葉数

出置ヲ 封照ヲ 1 1［ III IV V 封照ヲ

實歎
100．0

gセル
忌数

100．0

gセル
實激

100．0

gセル
百分率 百分i率 百分率

2805 100．0 5185 100．0 47．0 43．0 10．0 0 0 1，630 100．0

2569 91．6 5803 111．9 54．0 39．0 6．0 1．0 0 1，540 94．5

2320 82．7 5000 96．5 64．5 28．5 7．0 0 0 1，425 87．4

3713 132．4 5792 111．7 58．5 34．5 5．5 1．5 0 1，500 92．0

3784 134．9 4356 84．0 62．5 34．5 3．0 0 0 L405 86．2

6359 226．7 2779 53．6 74．0 23．0 3．0 0 0 1，290 79．1

5361 191．1 5197 100．3 71．0 28．0 1．0 0 0 1，300 79．8

5477 195．3 4940 95．3 64．0 35．0 LO 0 0 1，370 84．0

3530 125．8 5438 104．9 51．0 42．0 7．0 0 0 1，560 95．7

3942 ・4・・514336 83．6 53．0 40．0 5．0 1．0 1．0 1，570 96．3

乃至ハ近ヅケリ．

 4）各種白血球百分率

 假性エオジン嗜好性白」血球百分率ハ投與後5

乃至8時聞二三ハ漸次増加ノ径路ヲ辿レリ．帥

チ家兎1號二品テハ投與直前ノ34．0％二i封シ，

8時三目＝へ61．0％＝，家兎2號ハ投與直前ノ

33．0％二封シ，5時欄目＝ハ67．5％トナリ著明

ナル檜加ヲ來セリ．ソレ以後ハ漸次減少ノ径路

ヲ辿りテ聴テi封照値二近ヅケリ．淋巴球百分率

ハ假性エオジン嗜好性白血球ノ夫レトハ全ク相

反的二三化シ，5乃至8時聞目迄ハ漸次減少シ，

ソレ以後増加二輻ジ臆テi封二値二近ヅケリ．

           め「エオジン嗜好性白血球，属託嗜好性白血球及

ビ大軍核球等ノ百分率二就テハ，ソノ攣化ノ程

度一般二僅少ナルカ叉ハ動揺欣態不規則ナルタ

メー定ノ傾向ヲ認ムルヲ得ズ．術二大白血球ノ

實籔二就テハ，假性エオジン嗜好性白血球数ハ

5乃至8時間目迄著明二増加シ，家兎1號ハ8

時聞目＝塁『照値ノ210．6％二， 家兎2號ハ5時

聞目昌226．7％二十著ナル増加ヲ來セリ．淋巴

球数ハ家兎1號ハ8時聞目二於テ，家兎2號ハ

5時間目＝於テ著明ナル減少ヲ示シタル外ハ，

全経過ヲ通ジテ略封照二二近キ値ヲ糧績シ，認

ムベキ程ノ攣化ヲ來サザリキ．

 5）假性エオジン嗜好性白血球核移動

 爾家兎何レモ投二二漸次ソノ亭均核分葉藪ヲ

減少シ，著明ナル左方移動ヲ來セリ．即チ家兎

1號二二テハ投與直前ノ1510二i酎シ，1時間

目ニハ1．375二，8時間目＝ハ1．250（最低値）＝，

家兎2二二於テハ投與直前ノ1．630二封シ，1

時二目＝ハ1．425＝t5時間目ニハ1．290（最低

値）二減少シ，ソノ最：低値ハ封11C｛値ノ夫々82．8

％及ビ79． 1％二相當シ著明ナル：左方移動ヲ來セ

リ．ソレ以後ハ漸次増加二丁ヒ，2乃至4日目

二常態二復錦セリ．

     第2項10cc投與實験

 投込酸量ハ盟重當kg夫々5．33cc及ビ5．03cc

二當レリ．

 1）血液総炭酸瓦斯量

 家兎3號二於テハ投與直前ノ55．9Vol．％二封

シ，1時二目ニハUt ＝39．O Vol．％トナリテ劃照

値ノ69．8％二著明ナル減少ヲ來セリ．ソノ後モ

街減少ヲ糧績シ，8時閤目ニハ20．4 Vel．％（最

低値）トナリテ謝照値ノ36．5％二著明ナル減少

ヲ來シ，顯著ナル血液アチドージス」ノ歌態ヲ

獲現セリ．ソレ以後ハ増加二向ヒ，1日目＝ハ

43．4 Vol．％トナリテカナリノ恢復ヲ示セルモ，

4日目＝於テモ未ダ46．3 Vol．％＝シテ樹照値二
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ハ復讐スルヲ得ザリキ．家兎2號二四テハ投與

直前ノ34．4 Vol．％ ・￥tシ，1時間目＝UZ＝27・8

Vol．％トナリテ80．8％＝著明ナル減少ヲ來セリ．

ソレ以後モ省減少ヲ糠績シテ5時聞目＝ハ22・4

Vol．％（最低値）トナリテ封時値ノ65・1％昌著明

ナル減少ヲ來セリ．然レドモ本家兎＝於テハ1

日目＝ハ40．1VoL％トナリテ，却ツテ封照値ノ

116．6％呂増加ヲ來シ，4日目二37．9 Vol．％＝低

下シテ封照値＝近ヅケリ．

 2）赤血球数及ビ血色素平

面3表（イ） 4．0％塵酸溶液10cc経口的投與（家兎3號δ）

全四十炭

_瓦斯屋
赤血球激 血色素量 白血球数

各種白血球百分率（槻察細胞200個）

馳・嗜好に 馴大 淋巴球

経過 時 間

實数二型る

iVol・％） トセル

S分率

離難 封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

實敷 トセ帯数

齦S分率ト

廿才ヲ1   嗜100．0トセル

S分牽

封照ヲ
P00．

gセル
S分率

直前（封照）投與後 30 分

@1時間
@2時間
@3時間
@5時間
@8時間
@1  日

@2  日

@4  日

55．9 100．0

@－
U9．8

@一脚

T2．4

R9．4

R6．5

V7．6

W0．0

W2．8

一626

U25

U42

T99

U18

U03

T61

T31［

T131
S96i 「

1100．0

@99．8

P02．5

@95．7

@98．7

@96．3

@89．6

@84．8

@81．9

@79．2

實激

黷W2828382828280797575

100．0

P00．0

P01．3

P00．0

P00．0

P00．0

X7．6

X6．4

X1．5

X1．5

7160

V640

U620

U600

X220

X280

W860

V920

P0240

V040

封事ヲ
P00．0

P00．0

P06．7

X2．5

X2．2

P28・8160・5

P29．6165．O

18．5

Q4．5

R3．0

R1．0

100．0

P32．4

P78．4

P67．6

R27．0

R51．3

Q51．3

P45．9

P27．0

P08．1

100．

W7．4

W2．4

W0．5

R9．

S1．5

U6．7

W6。

X3．7

X1．

第3表（・） 4．O％塵酸溶液10cc経口的投與 （家兎3號3）

纒 假「エ」嗜好

淋巴球数

假・エ・嗜雛帥二野動催騰胞）

過 白血1球数 古樹核分葉敷

一時 間

實敷

封照ヲ100．0

gセル
S分率

實敷

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

1 1【 II【 IV V
丁丁

些些孟 トセル百分率

一一直前（封照） 1325 100．0 5692 100．0 31．5 49．5 16．0 3．0 0 1，905 100．0

投興後
@3 0 分

1872 141．3 5310 93．3 40．5 45．5 11．0 3．0 0 1，765 92．6

1時間 2185 164．9 4336 76．2 45．0 40．0 15．0 0 0
  11，700

89．2

2時間 2046 154．4 4224 74．2 45．0 45．0 10．0 0 0 1，650 86．6

3時間 5578 421．0 2858 50．2 48．5 42．5 9．0 0 0 1，605 84．2

5時間 6032 455．2 3062 53．8 60．0 33．0 7．0 0 0 1，470@ 1 77．2

8時間 4120 310．9 4696 82．5 39．0 55．0 6．0 0 0 1，670 87．7

1  日 2138 161．4 5465 96．0 45．5 45．5 9．0 0 0 1，635 85．8

2  日 2406 181．6 7629 134．0 43．0 46．0 11．0 0 0 1，680 88．2

4  日 1408 106．3 5139 90．3 40．0 46．0 13．0 1．0 0
  1
P，750  1 91．9

 赤血球数二就テハ，爾家兎トモニ投與後5時

間目頃迄ハ著攣ヲ認メザリシモ，8時聞目頃ヨ

リ梢減少シ初メ，カ・ル減少ハ家兎3號二丁テ

殊二顯著ナル観アリキ．帥チ家兎3號昌於テハ
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投與直前ノ626萬二劃シ8時耳目＝・・561萬＝減

少シ，ソノ後モ漸次減少ヲ思詰シテ4日目ニハ

496萬ヲ示セリ．家兎4號二於テ一投與直前ノ

560萬二封シ8時間引馬ハ526萬トナリテ輕度ノ

減少ヲ示シ，4日目＝ハ551萬トナリ上封照値

ヲ示セリ．樹家兎3號二三テハ4日目二一核赤

血球ノ出現ヲ観タリ．

 血色素十二就テハ，家兎3號呂於テハ赤血球

数ノ増減ト略平行シテ攣化シ，小序後5時間目

迄ハ二化ヲ認メザリシモ，ソノ後ハ漸次減少シ

テ面恥直前ノ82％二劃シ2及ビ4日目ニハ75％

ヲ示セリ．家兎4 wr ＝＝於テハ投與後1日目迄ハ

増加ノ欺態ヲ來シ，投與直前ノ94％二劃シ1時

間四二99％ヲ，8時聞目sg8％ヲ，1日目ニハ

97％ヲ示セルモ，ソレ以後ハ減少＝向ヒ，2日

目ニハ樹照門＝迄低下セリ．

ag 4表（イ） 4．0％盤酸溶液10cc経口的投與 （家兎4號δ）

経 盟 全血1総炭
赤血球数 血色素量 白血球撒

舗白血怖面囎十年）

過

重

酸瓦斯量 假「エ」嗜好 三 藍 藷 淋巴球
時 間

（9）

實 敏

iv・L％）トセル

@         鴨 一 が  一

同門ヲ1100．0  ［

ｼ分率

實激

i万）一

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

實数

封照ヲ
P00．0

gセル
樗苧ｦ

實数

封照ヲ
P00．0

gセル
P百分牽

賀数

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

L嗜好
基嗜好

畢核球

艶

 一  撫ﾆヲ
P00．0

gセル
S分率

直前（封照）投書後 3 0 分

@1時間

一1990
34．4

|27．8

ユ00．0

|80．8

560

T95

T90

100．0

P06．3

P05．4

94

X8

X9

巳100．0

P04．3

P05．3

7480

T360

U200

100．0

V1．7

W2．9

 39．0

S9．5

T6．5

100．olτ  t

燕u 065

4．0

Q．0

P．0

00．51．0

57．0

S7．5

S1．5

100．0

W3．3

V2．8

2時間 一 一 一 602 ユ07．5 99 105．3 7800 104．3 65．0 166．7 0 0 0．5 34．5 60．5

3時間 一
27．5 79．9 554 98．9 98 104．3 13020 174．1 81．0 207．7 0 0 1．5 17．5 30．7

5時間 制
22．4 65．1 570 101．8 99 105．3 10300 137．7 78．0 200．0 0 0．5 2．0 19．5 34．2

8時間 一
26．1 75．9 526 93．9 98 104．3 10500 140．4 88．5 226．9 0 2．0 0．5 9．0 15．8

1  日 1960 40．1 116．6 536 95．7 97 103．2 9860 131．8 69．5 178．2 0 2．0 4．0 24．5 43．0

2  日 1900 43．4 126．2 ε08 90．7 94 100．0 9500 127．0 65．0 166．7 0 1．5 1．0 32．5 57．0

4  日 1845 37．9 110．2 551 98．4 93 99．0 8960 119．81 141．0  ｝ 0 4．0 0．5 40．5 71．0

第4表（・） 4．0％肇酸溶液10cc経口的投與（家兎4號3）

経 假「エ」嗜好

淋巴球数

早川・階上血球核移動凹騰胞）

過 白血球激 牢均核分葉轍

時 間

實歎

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

實藪

照照ヲ
P00．0

gセル
S分率

1 II III 1V V
實敷

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

直前（智恵） 2917 100．0 4264 109．0 48．5 41．0 10．5 0 0 1，620 100．0

投早戸
@3 0 分

2653 90．9 2546 59．7 61．5 30．5 8．0 0 0 1，465 90．4

1時間 3503 120．1 2573 60．3 63．0 32．0 5．0 0 0 1，420 87．7

2時間 5070 173．8 2691 63．1 65．0 26．0 9．0 0 0 1，440 88．9

3時間 10546 361．5 2279 53．4 64．0 28．0 7．0 1．0 0 1，450 89．5

5時間 8034 275．4 2009 47．1 60．0 38．0 2．0 0 0 1，420 87．7

8時間 9293 318．6 945 22．2 61．5 31．5 7．0 0 0 1，455 89．8

1  日 6853 234．9 2416 56．7 53．0 38．5 6．5 2．0 0 1，575 97．2

2  日 6175 211．7 ε088 72．4 59．0 30．0 7．0 3．0 1．0 1，570 96．9

4  日 4928 168．9 3629 85．1 47．0 42．0 11．0 0 0 L640 101．3
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 3）白血球数

 家兎3號ハ三二後2時間二二ハ二度ノ減少ヲ

示セルモ，ソレ以後ハ輕度ノ増加二丁ゼリ．帥

チ投與直前ノ716e二封シ，2時間目＝ハ6600ト

ナリテ輕微ノ減少ノ傾向ヲ示セルモ，3時二目

ニハ9220 ＝，8時間目＝ハ8860二増加ヲ來セリ．

而シテ4日目二二テハ7040トナリテ当二値二復

蹄セリ．家兎4二二於テモ1時二目迄ハ減少ヲ示

セルモ，ソレ以後増加二蒋ジ二丁直前ノ7480 s

封シ3時下目ニハ13020（最高値）二，8時聞目ニ

ハ10500二増大セリ．ソレ以後ハ漸次減少＝向

ヒ4日目ニハ8960トナリテ劃町回＝近ヅケリ．

 4）各種白血球百分率

 假性エオジン嗜好性白血球百分率ハ投與後5

乃至8時間目迄ハ漸次著明ナル増加ヲ來セリ．

EPチ家兎3號＝於テハ投與直前ノ18．5％二二

シ，1時丁目ニハ33．0％＝，5時間目ニノ、65．0

％（：最高値）二，家兎4二二於テハ投下直前ノ

39．0％二二シ1時間目ニハ56．5％二，8時間目

ニハ88．5％（最：高値）トナリ何レモ著明ナル増加

ヲ來セリ．而シテソレ以後ハ漸次減少二二ヒ，

4日目ニハ夫々20．0％及ビ55．0％1・ナリテ樹照

二二復館若クハ近ヅケリ．淋巴球百分率ハ椴性

エオジン嗜好性白血球ノ夫レトハ全ク相反的＝

攣化シ，5乃至8時間目迄ハ漸次著明二減少シ，

ソレ以後」曾加二韓ゼリ．「エオジン嗜好性白血

球，盤基嗜好性白血球及ビ大輩核球等ノ’百分率

二等テハ，ソノ攣化ノ程度一般二僅少ナルカ或

ハ攣化ノ歌態不規則＝シテー定ノ傾向ヲバ認ム

ルヲ得ズ，尚二大白血球ノ引敷二三テ観ルニ，假

性エオジン嗜好性白血球藪：ハ投與二野明二増加

シ，家兎3號二於テハ5時間目二二二値ノ455．2

％二，家兎4三二於テハ8時三目二318．6％＝

増大セリ．淋巴球数ハ投與後門明二減少シ家兎

3號ハ5時三目二三二値ノ53．8％二，家兎4號

ハ8時間目＝22．2％二減少セリ．

 5）假性エオジン嗜好性白血球核移動

 三家二二レモ投與後ソノ平均核分葉藪ヲ減少

シテ著明ナル左方移動ヲ來セリ．帥チ家兎3號

二二テハ二二直前ノ1．905二封シ，1時二目＝

ハ1．700二，5時間目ニハ1．470（最低値）トナ

リ，家兎4號二二テハ投與直前ノ1．620二封シ．

1及ビ5時聞目ニハ1．42e（最低値）トナリ，最：

低値ハ封照値ノ夫々77．2％及ビ87・7％二相當シ

著明ナル左方移動ヲ來セリ、ソレ以後ハ漸次挙

均核分葉藪ヲ増加シテ，家兎4號ハ4日目二

1．640トナリテ封三値二丁蹄セルモ，家兎3號

ハ未ダ1．750ニシテ復蹄スルヲ得ザリキ．

     第3項20cc投與實験

 本二二二二テハ艦重3kg以上ノ成熟家兎ヲ使

用セリ．投與酸量ハ盟重當kg 6．02cc及ビ6・48

cc ＝當レリ．

 1）血液総炭酸瓦斯量

 家兎5二二於テハ投與直前ノ355VoL％二封

シ，1時聞目「ニハ既二18．6 VoL％トナリテ，封

二値ノ51．6％二著明ナル減少ヲ來セリ．而シテ

5時問三三ハ略コノ値ヲ縫績セルモ，8時間目

ニハ更二才i二二減少シテ16．1 Vol．％トナリ，1

日目ニハ二二15．5Vo1．％（最：低回）トナリテ封照

値ノ43．7％二著明二減少シ，顯著ナル血液アチ

ドeジス」ノ歌態ヲ二半セリ．ソレ以後ハ増加

＝向ヒ，4日目＝ハ35．O Vol．％トナリテ封照値

二二餓セリ．家兎6號二野テモ前家兎トソノ骨

化ノ経過ヲ等シクシ，投與直前ノ39．8 Vol・％二

i鮒シ1時聞目二既二27。3Vol．％トナリテ劃照値

ノ68．6％二著明ナル減少ヲ來シ，ソレ以後5時

聞二二ハコノ歌態ヲ櫃績セルモ，8時間目ニハ

更二18．1Vol．％二減少シ，1日目ニハ15・2 Vol・

％（最低値）トナリテ封照値ノ38・2％二著明ナル

減少ヲ來セリ．ソレ以後増加二輔ゼルモ，4日

目ニハ未ダ32．4 Vol．％ニシテ封照四二復鰯スル

ヲ得ザリキ．

 2）赤血球敷及ビ血色素量

 赤血球二二就テハ，爾家兎何レモ8時二目頃

迄ハ三度ノ増加ノ三態ヲ示セリ．帥チ家兎5號

＝於テハ投與直前ノ5斗5萬二封シ，3時門門ニ

ハ649萬（最高値1二，家兎6號ハ577萬ヨリ5・

時聞目＝ハ630萬（最高値）二増加セリ．ソレ以

後ハ漸次減少二向ヒ，4日目ニハ夫々392萬及

ビ402萬トナリテ著明ナル減少ヲ來セリ．

（ 256 ］
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第5表（イ） 4．0％丁丁溶液20cc経口的投與 （家兎5號3）

全二心炭

_瓦斯量
赤血球敷 血色素量 白血球数

各種細細痴騰拙胞）経 過 時 閲

一

假rエ」嗜好1     工

淋巴球

?激

iv・1・％）

封照ヲ
A1望｝ll百分率

（萬）1

實亜鈴  トセル  百分率

實激

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

實敷

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

大輩核球

實敷

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

直前（封照）投興後 3 0 分

@1時間
@2時聞
@3時閲
@5時間
@8時間
@1  日

@2  日

@4  日

認20135・5 100．0

黷T1．6

墲U0．3

T2．4

S5．4

S3．7

V1．6

X8．6

島622643649649639602鵬479

  100．0

@ 114．1

@ 118，0

@ 119．1

@ 119．1

@ 117．3

@ 110．5

@ 100．6@1
ｿ：／

98

P05

P06

P08

P10

P10

P05

P02

W4

U9

100．0

P07．1

P08．1

P10．2

P12．2

P12．2

P07．1

P04．0

W5．7
V・嘱

5040

S060

R660

U560

U620

W080

W120

T340

V700

T640

100．0

W0．6

V2．6

P30．2

P31．3

P60．3

P61．1
P05．g149．0

P52，859．5

P11，939．5

實一

黷R2．0

Q7．5

T0．0

U7．0

U8．0

V4．5

U7．0

100．O
@ I85．9

P56．3

Q09．4

Q12．5

Q32．8
Q09．41

P53．1

P85．9

   「

@  L
@  嗜
@  好  』＿

@  1．0

@  2．0

@  1．5

@  0．5

@  0
@  0．5

@  0
@  1．5

@  0
P23・4｛0・『1・0

0．5

O．5

0．5162．5

@69．5
@45．5
@28．5

100．0

P11．2

V2．8

S5．6

S4．0

R3．6

S8．0

V3．6

T5．2

W8．

第5表（・） 4．0％甘酸溶液20cc経口向日寸寸  （家兎5號6）

経 假「エ」嗜好

過 白血球敬

時 間

實敏

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

直前（封照） 1613 100．0
投與後3 0 分

1117 69．3

1時間 1830 113．5

2時間 4395 272．5

3時閲 4502 279．1

5時間 6020 373．2

8時間 5440 337．3

1  日 2617 162．3

2  日 4582 284．1

4  日 2228 138．1

淋巴球撒

  1塁寸購ミヲ

   100．O
二三1
   トセル
  i百分率
  1
31so i leo．o

2822

1ggg

器1

號I

l留

89．6

52．9

59．4

57．8

53．9

77．3

78．0

84．4

99，4

假・エ・嗜馳的二十鋤螺軒下）

1

30．0

26．5

33．0

47．0

45．0

33．0

38．0

54．0

51．0

31．0

II

42．0

46．0

47．0

42．0

40．0

56．0

43．5

36．0

38．0

49．0

II工

19．0

22．5

18．0

9．0

13．0

10．O

14．5

9．0

10．0

19．0

IV

7．0

3．0

2．0

2．0

2．0

1．0

3．0

1．0

1．0

1．0

v

2．0

2．O

o

o

o

o

1．O

o

o

o

ZF高慮分葉数

   封照ヲ
   100．0實撒
   トセル
   百分率
2．ogol ioo．o

2．080

1．890

1．660

1．720

1．790

1．855

1．570

1．610

1．900

99．5

90．4

79．4

82．3

85．7

88．8

75．1

77．0

90．9

 血色素二二赤血球藪：ノ攣化ト二相三二シテ攣

化シ，8時間目串迄ハ増加ノ朕態ヲ示セルモ，

ソレ以後著明二減少セリ．EPチ家兎5號二於テ

ハ投與直前ノ98％二封シ，3耳聞目ニハ110％

（最高値）二，8時三目ニハ105％二増加セルモ，

ソレ以後減少二轄：ジ，2日目ニハ84％＝，4

日目＝ハ69％二著明ナル減少ヲ來セリ．家兎6

號二於テハ投與直前ノ85％二封シ，3及ビ8時

二目＝ハ93％（最高値）二増加セルモ，ソレ以後

減少一病ジ，2日目＝ハ74％＝，4日目＝ハ70

％二著明ナル減少ヲ來セリ．

 3）白血球藪

 投野洲1時間目偏ハ爾家兎何レモ白血球敷ノ

輕度ノ減少ヲ來セルモ，ソレ以後増加二韓ジ

テ8時間目迄漸次増大セリ．自Pチ家兎5號二

於テハ投與直前ノ5040二封シ，1時間目昌ハ

【箆？】
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第6表（イ） 4．0％盛酸溶液20cc経口的投與 （家兎6號δ）

全血1総炭

_瓦斯量
赤血球激 血色素量 白血球数

各種的願矧欄製胞）経 過 時 間

假・一・輿望 ＿  一  一

ﾒ巴球
實 敏

iv・L％）
百分率
認識疎遠

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

翻lll躯 封照ヲ
PCO．0

gセル
S分率

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

直前（封照）投異後 3 0 分

@1時間
@2時…間

@3時間
@5時間
@8時間
@1  日
@2  日
@4  日    1

39．8 100．〇

@一
U8．6

@－
V3．4

V0．1

S5．5

R8．2

T9．8
W1同

 1
T77100．O@   l577100．0

U05104．8
T771100．0 1

U271G8．7

Uε0109．2

T98103．6

T22 90．5
@1S60 79．7

S02 69．7

85

W7

W9

X0

X3

X1

X3

W3

V4

V0

100．0

P02．3

P04．7

P05．8

P09．4

P07．0

P09．4

X7．6

W7．0

W2．3

8380

W340

P6680

P5020

P7980

P8360

P4620

X860

P0200

 ｝
X280100．0

@ 90．3
@ 89．9
@   し@ 179．885．5    1  161．988．O

@   l  193．884．O    l

@ 197・91g1・5  157．6卜88．5  、。6．31糾．5

@ 1・a17＆・1

一73．0

V4．5

W6．5

@i

100．0

P02．1

P18．5

P17．1

P20．6

P15．1

P25．4

P21．2

P15．8

P06．9

 實激

?25．5

@22．0

@13．5

@10．0

@11．O
kOi14・5

O18．O
@Ig．O
@i13．O

kO，20・0

100．0

W6．3

T2．9

R9．2

S3．1

T6．9

R1．4

R5．3

T1．0

V8．4

第6表（・） 4．0％青酸～容液20cc維口才勺投與  （家兎6號6）

  経

  過

  時

  間

直前（封照）

投與後
 3 0 分

 1時閻
 2時間
 3時間
 5時間
 8時間
 1  日

 2  目

 4  日

脚「エ」嗜好

白血球激

関川

封照ヲ
100．O

トセル
百分率

6774［ 100．0

62431 92．1

7214f 106．5

14261i 210．5

13218］ 195．1

151031 222．9

167991 248．0

12939i 191．0

83321 123．0

79561 117．4

淋巴球数

實敷

2366

1844

工126

1668

1652

2607

1469

1316

1282

2040

封照ヲ
100．0

トセル
百分率

100．0

77．9

47．6

70．5

69．8

110．2

62．1

55．6

54．2

86．2

1

假・エ・嘲舶三才鋤（観察細胞100個）

46．0

45．0

50．0

45．0

60．0

60．0

56．0

53．O

se．0

48．0

1［

31．0

41．0

38．0

46．0

28．0

30．0

：一 8．0

34．0

37．0

34．0

1肛

17．0

12．0

12．0

7．0

11．0

10．0

5．0

12．0

11．0

13．0

IV

5．0

2．O

o

2．0

1．O

o

1．0

1．0

2．0

4．0

v

1．O

o

o

o

o

o

o

o

o

1．0

李高慮分葉数

實撒

1．840

1．710

1．620

1．660

1．530

1．500

1．510

1．610

1．650

1．760

七十ヲ
loe．o

トセル
百分率

leo．0

92．9

88．0

90．2

83．2

81．5

82．1

87．5

89．7

95．7

3660二減少セルモ，ソレ以後増加二部ジテ8時

聞目ニハ8120（最高値〉二増大セリ．家兎6號二

於テハ投與直前ノ9280 ＝￥一・1シ，1時瞠目ニハ

8340二輕度ノ減少ヲ示セルモ，ソレ以後増加昌

韓ジテ2時間目ニハ16680＝，8時間目ニハ18

360（最高値：）＝著明二増大セリ．而シテ1日目

ヨリハ漸次減少二向ヒ，4周目二家兎5號ハ56

40二，家兎6號ハ10200トナリ二二二値二二節

セリ．

 4）各種白血球百分率

 假性エオジン嗜好性白血球百分率ハ投與後5

乃至8時間目迄ハ漸次著明ナル増加ノ径路ヲ辿

レリ．印チ家兎5號二於テハ投與直前ノ32．0％

二品シ，1時間目ニハ50．0％＝，5時間目ニハ

74．5％’（最高値）トナリ，家兎6號二於テハ最初

ノ73．0％二二シ1時二目＝ハ86．5％；，8時間

【2兜】
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目曙町91．5％（最高値）二著明ナル増加ヲ來セ

リ．ソレ以後ハ漸次減少ヲ來シ4日目＝ハ夫々

39．5％及ビ78．0％トナリテ，未ダ樹平等ニハ復

蹄スルヲ得ザルモソレ附近ヅケリ．淋巴球百分

率ハ中性エオジン嗜好性白血球ノ夫レトハ全ク

相反的軍勢化シ，5乃至8時間目迄ハ漸次著明

二減少シソレ以後増加二轄ゼリ．rエオジン嗜

好性白血球，盤基嗜好性白血球及ビ大輩核球等

ノ百分率二方テハ，ソノ攣化ノ程度僅少ナルカ

叉ハ攣化ノ歌態不規則ニシテー定ノ傾向ヲ認ム

ルヲ得ズ．’尚二大白血球ノ實歎二：就テハ，悪性

エオジン嗜好性白血球藪：ハ向日後8時聞目迄著

明二増加シ，ソノ最：高値二就テ観ルニ家兎5號

ハ5時間目二封照値ノ373．2％二，家兎6號ハ

8時間課員218．0％二増大セリ．ソレ以後ハ漸

次減少ヲ來シ聴テ封照値耳近ヅケリ．淋巴球藪

ハ投写後著明ナル減少ヲ來シ，ソノ最低値ハ家

兎5號二於テハ封半値ノ52．9％二，家兎6號二

於テハ47．6％二當レリ．

 5）雌性エオジン嗜好性白血球核移動

 爾家兎何レモ投与後漸次ゾノ卒均核分葉数ヲ

減少シ，著明ナル左方移動ヲ來セリ．即チ家兎

5號二於テハ投與直前ノ2．090二封シ，1時間

目ニハ1。890二，1日目ニハ1．570（最低値）昌減

少シ，家兎6號ハ投継直前ノ1．810二封シ，1

時問目ニハ1．620二，5時聞目ニハ1510（最低

値）二減少シ，ソノ最低値野馬照低ノ夫々75．1

％及ビ82．1％二當リ著明ナル左方移動ヲ來セ

リ．ソノ後鞘漸次増加二向ヒ，4日目ニハ家兎

5號ハ1．900二，家兎6號ハ1．760トナリテi封照

値＝近ヅケリ．

   第2節 3．o％硫酸溶液経口的

        投與四壁

 4頭ノ家兎ヲ2頭宛2群二分目．3．0％硫酸溶

液ヲ夫々10及ビ20cc宛ヲ，早朝室腹時二胃浩息

子ヲ以テ投物シ，前船下二於ケルト同一ノ時間

的間隔ヲオキテ，同様ノ諸事項ヲ槍査セリ．

     第1項10cc投與實験

 禮重當kg夫々4・93cc及ピ5．00cc＝當レリ．

 1）血液総炭酸瓦斯量

 爾家兎何レモ投與後血液総炭酸瓦斯量ノ著明

ナル減少ヲ來セリ．EPチ家兎7號二於テハ投

機直前ノ46．0 Vo】．％国樹シ，1時聞目ニハ既二

36．9VoL％二減少シ，3時聞物＝ハ35．3 VoL％

（最低値）トナリテ，旧弊値ノ76．7％二減少セ

リ．ソレ以後8時置目明ノ動揺ハ僅少ニシテ，

コノ減少セル値：ヲ糧績セリ．然レドモ1日目＝

ハ44．4VoL％トナリテ封照値二恢復シ，2日目

ニハ51．5 Vol．％トナリテ封1辞世：ノ112．0％二却

ツテ増加ヲ來シ次ヂ常態二分蹄セリ．家兎8號

二戸テハ投與直前ノ45．5Vo】．％＝￥’iシ，1時間

目ニハ38．2Vo】．％＝，3及ビ5時間目ニハ何レ

モ37．1VoL％（最低値）ヲ示シ，封闇値ノ81・5％

二減少セリ．而シテ8時間目二於テモ未ダ38・7

Vo1．％ノ低値ヲ示セリ．然レドモソレ以後漸次

増加二向ヒ，4日目＝ハ4・3．2Vol．％トナリテ封

等値二拝復錦セリ．

 2）赤血球敷及ビ血色素量

 赤血球敷二階テハ，家兎7號ハ投與後1日目

頃迄ハ認ムペキ程ノ攣化ヲ來サザリシモ，2日

目ヨリ輕度ノ減少ヲ來シ，4日目ニハ最初ノ580

萬二封シ495萬二減少セリ．家兎8號モ投與後

8時間目迄明認ムベキ程ノ攣化ヲ來サザリシモ，

1及ビ2日目ニハ最初ノ577萬二封シ522萬及

ビ527萬トナリテ魁町ノ減少ヲ來セリ．

 血色素量二半テハ，家兎7號ハ投雪後増加ヲ

來シ，投與直前ノ85％一封シ2時間目ニハ91％

トナレリ．家兎8號ハ直前ノ99％二劃シ，1時

間目ニハ102％＝，8時間目ニハ】03％トナリテ

輕度ノ増加ヲ來セルモ，ソレ以後可ナリニ著明

二減少シテ2及ビ4日目ニハ90％ヲ示セリ．

 3）白血球数

 爾家兎何レモ戸綿直後一時鮮度ノ減少ヲ示セ

ルモ，家兎7號ハ2時闇目ヨリ，家兎8號ハ3

時間目ヨリ輕度ノ壇四二輻ゼリ。帥チ家兎7號

ハ投與直前ノ9400二封シ，1時間目ニハ7700 ＝

減少セルモ，3時外目ニハ11660（最高値）二増

加シ，家兎8號ハ投與直前ノ8360二封シ，30分

目ニハ7020二減少セルモ，3時聞目ニハ10040

二，8時間目ニハ10880（最高値）二増加セリ．
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第7表（イ） 3．0％硫酸溶液10cc経口的投與 （家兎7號ε）

縄

過

時

間

直前（封照）

投興後
 3 0 分

 1時間
 2時間
 3時間
 5時間
 8時闇
 1  日

 2  日

 4  口

重

（g）

2030

1965

1970

1960

全血総炭

酸瓦斯量

實釧

赤血球数

白重ヲ
…鐸：（万）

1薦580

實敷

血色素量

（Vol． O／o）

46．0

36．9

35．3

38．6

37．5

44．4

51．5

43．0

80．2

76．7

ee．9

81．5

96．5

1 112．0

 93．5

551

艦

簾
器1

朧

トセル
百分率

100．0

95．0

99．8

95．0

97．6

97．2

94．3

95．0

92．6

85．5

1實敷

85

87

87

91

87

85

85

86

87

封照ヲ
エ00．0

トセル
百分率

100．0

102．3

102．3

107．0

102．3

100．0

100．0

101．1

102．3

ss 1 ioo．o

白血球数

一病

9400

i？gg

i留

g，7g・g

翻1

7600i

封照ヲ
100．0

トセル
百分率

100．O

各種的球醗率（懸灘胞）

假「エ」嗜好I
     I

實数

g4151451g

  f
1笠：：1震：1

124．1

103．2

96．4

62．4

91．7

80．9

45．5

52．5

64．0

57．5

34．5

46．0

35．0

封照ヲ：

100．0嗜

古暦好

，EI

L

100．0 0

108．8 0

100．0 O．5

97．8 0

115．4 0

140．7 0

126．4 e．5

75．8 O．5

101．1 0

76．9 O

盛

基

嗜

好

2．5

3．0

2．5

4．5

3．0

1．5

4．0

3．0

4．5

2．5

さ

畢1

1塾墜

O 152．0

1．0146．5
 1
0．515i．O
iT．g146［g

i161，lilg

 I
1．0［33．5

1．5136．5

1．5 60．5

1．0148．5

2．5160．0

蒙雌
封照ヲ
loo．e

／100．0

89．4

98．1

95．2

83．7

64．4

70．2

116．3

93．3

115．4

第7表（・） 3．0％硫酸溶液10cc経口的投写 （家兎7號δ）

経

過

時

間

直前（封照）

投與後
 3 0 分

 1時間
 2時聞
 3時間
 5時闘
 8時間
 1  日

 2  日

 4  日

假「エ」嗜好

白血1球取

   封照ヲ
   100．0實数
   トセル
   百分率

4277 1 100．0

3920 i 91．6

3504 i 81 ．9

4779 ］ 111．7

61221 143．1
620s1 14s．1

5210 1 121．8

2022 1 47．3

3965 92．7
2660 j 62．2

淋巴副堤

實燦
4888

3683

3927

5316

100．0

75．4

80．3

108．8
50721 103．8

3250

3307

3545

4181

4560

66．5

67．7

72．5

85．5

93．3

假・エ・嗜雛帥球陵鋤響灘胞）

1 1正  皿

49．5 1 41．5

60．0  34．0
  ミ
58・0 1 34・0

58．5  37．5

62．0  36．0

63．0

65．0

52．0

42．0

50．0

   9．0

   5．0

   8．0

   2．0

   2．0

33．0 4．0

34．0 i 1．0

45．0 2．0

50．0 i 8．0

41．0 1 9．0

IV

0

1．O

e

2．O

o

o

o

1．O

o

o

v

牛均核分葉敷

1語数

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

1．595

1．470

1．500

1．475

1．400

1．410

1．360

1．520

1．660

1．590

二二ヲ
100．0

トセル
百分率

100．0

92．2

94．1

92．5

87．8

88．4

85．3

95．3

104．1

99．7

 4）各種白血球百分率

 假性エオジン嗜好性白血球百分率ハ多少ノ動

揺ヲ示シツ・モ，5時間目迄ハ漸次塘加ヲ來セ

リ．即チ家兎7號ハ論義直前ノ45．5％二十シ，

5時間目ニハ64．0％（最：高値）二，家兎8號ハ投

與直前ノ42．0％二戸シ，5時同門：ハ53．5％＝

増加セリ．ソレヨリ以後ハ減少二三ヒ，殊二1

日目；一バー旦封照値以下＝減少シテ2乃至4日

目二二齢セリ．淋巴球百分率ハ假性エオジン嗜

好性白血球ノ夫レトハ全ク相反的二攣化シ5時

三目迄漸次減少セリ．「エオジン嗜好性白血球，

旧基嗜好性白血球及ビ大軍核球等ノ百分…率二重

テハ，ソノ憂化ノ程度一般二僅少ニシテー定ノ

傾向ヲ云々スル事ヲ得ズ、門門性エオジン嗜好

性白血球實敷ハ同門直後一時減少ヲ示セルモ，

2時間目ヨリ5時間目迄ハ輕度ノ増力1ヲ來シ，

［ 260 ）



血液酸璽基ZIS es，圭トシテ實験的アチドージス」ト白血球核移動トノ關係 261

第8表（イ） 3．0％硫酸溶液10cc経口的投與（家兎8號S）

全強賊炭

_瓦斯量
赤血球激 血色素量 白血1球数

各種白血球百蝋継継経 過 時 間

暇「エユ嗜好   冒  ｝

淋巴球

礎騒警
摯聯1温感  「百分率1一 一  『

  日照ヲ
@ 100．0一計  1トセル

@ 盾分率

實敷

w

封照ヲ
P00．O  I

繩q好

鍵嗜 嗜  好『   一 〇 3．0 0 1．0 大軍核球

  学統ヲ
@ qOO．0實数 1トセル

@一分率
直前（封照）投興後 3 0 分 1時間

@2時闇
@3時…間

@5時間
@8時聞
@1  日

@2  日

@4  日

   『 一  一     一@ 1S5。5  100．0577

Q    ＿ 559

R82  84．0608

Q i＿562
R7・1i81・5603
R7．1 181．5

R8．7  85．1

S0．9  8q．9

R8．9  85．5

@ トS3．2  95．0

573

T49

T22

T27

T75

100．0

X6．9

P05．4

X7．4

P04．5

X9．3

X5．1

X0．5

X1．3

X9．6

99

X9

P02

P00

X8

X9

P03

X8

X0

X0

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率      一 一  一

P00．0

P00．0

P03．0

P01．0

X9．0

P00．0

P04．0

@99．0

X0．9

@90．9

  旨 1・…｝

0 2．0

O13．0

O 1．5

O 3．0

O 1．5
O 3．5 1

O12．5

O、2．5

一 〇

@〇

@〇

@〇

Z．5

@0
P．0

@0
O．5

@0

一1T5．0
@ タ63・5

100．0

P15．

P05．4

@79．1

@80．O?79．1 99．1117．3 88．2 98．2

第8表（・） 3．0％硫酸溶液10cc経口的投與 （家兎8號6）

経

過

時

間

直前（封照）

投興後
 3 0 分

 1時間
 2時間
 3時間
 5時間
 8時間
 1  日

 2  日

 4  日

假「エ」嗜好

淋巴球歎

幌工・嗜雛的球核鋤（醗魏胞）

自血球数 雫均核分葉敷

封照ヲ 封照ヲ 1 II III IV V 鍬照ヲ

實数
100．0

gセル
實数

100．0

gセル
實敷

1GG．0

gセル
百分率 百分率 百分率

3511 100．0 4598 100．0 48．0 42．0 9．0 1．0 0 1，630

一    一

@100．0

2492 71．0 4458 97．0 59．0 32．5 7．5 1．0 0 L505 92．3

3088 87．9 4478 97．4 64．0 32．0 4．0 0 0 1，400 85．9

4248 121．0 3454 75．1 63．0 32．0 4．0 1．0 0 1，430 87．7

5422 154．4 44工8 96．1 63．0 34．0 3．0 0 0 1，400 ，85．9

4986 142．0 4054 88．2 66．0 31．0 3．0 0 0 1，370 84．0

4678 133．2 5930 129．0 57．5 38．5 3．0 1．0 0 1，475 90．5

2701 76．9 5444 118．4 62．0 33．0 5．0 0 0 1，430 87．7

3948 112．4 3948 85．9 46．0 44．0 9．0 1．0 0 1，650 101．2

4237 120．7 5260 114．4 40．0 54．0 6．0 0 0 1，660 101．8

夫々ノ最高値ハ劃照値ノ145」％及ビ154・4％二

當レリ．淋巴球實敷ハ家兎8號ハ著明ナル増減

ヲ來サザリシモ，家兎7週頃5時聞目ヨリ1日

目二亘リテ比較的著明ナル減少ヲ來セリ．

 5）假性エオジン嗜好性白血球核移動

 雨家兎何レモ投與後ソノ卒均核分葉敷ヲ減少

シテ著明ナル左方移動ヲ來セリ．帥チ家兎7號

二二テハ二二直前ノ1。595二封シ，1時二目二

幅1．500二，8時着目ニハL360（最低値）トナリ

テ塁撫｛値ノ85。3％二減少セリ．家兎8號ハ投與

直前ノ1．630二封シ，1時間目ニハ1．400 ＝，5

時聞目ニハ1．370（最低値）トナリテ封照値ノ84．

0％二減少セリ．ソノ血盟漸一：S 2P潮型分葉数ヲ

増加シ，4日目ニハ家兎7號ハ1．590二，家兎

8號ハ1．660トナリテi射照値二復蹄セリ．

      第2項20cc二二二二
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 盟重當kg夫々9．62cc及ビ8．44cc二士レリ．

 1）血液総炭酸瓦斯量

 雨家兎何レモ酸投與二依リテ血液総炭酸瓦斯

量：ヲ著明二減少シ，顯著ナル血液アチドージ

ス」ノ状態ヲ剣樹セリ．邸チ家兎9號二一テ一

投與直前ノ46．8Vol．％二四シ，1時量目ニハ

39．3VoL％二減少シ，3時間目＝ハ更二29．6 Vo1．

％（最低値）トナリテ封照値ノ63．3％二減少停

り．ソレ以後8時一目迄ハコノ減少セル歌態ヲ

糧綾セルモ，1日目ニハ47・2 Vol・％トナリテ謝

照値二復節セリ．家兎10號一投與直前ノ44．2

Vol．％二言シ，1時間目ニハ38．4 VoL％二減少

シ，8時間目＝ハ更＝ 32．1・Vol．％（最低値）トナリ

テ塁寸照値ノ72．6％二減少セリ。然レドモ1日目ニ

ハ47．6Vol．％トナリテ二才値ヨIJモ却ツテ輕度

ノ増加ノ状態ヲ來シ2日十二十十二復蹄セリ．

第9表（イ） 3・0％硫酸溶液20cc経口的投與 （家兎9號6）

至血総炭

_瓦斯量
赤血球数 血色素量 白血球数

舗十六蝋子芋胞）
假「エ」嗜好 一千｛大1淋巴球     工      篤

繹 過 時 間

實 数

iv・L％）

同門ヲ
P00．0

gセル
S分率

1［（万）

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

1實数

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

岬町懸實数醐呈舌藁矧好球2

トセル

S分率
直前（封照）投與後 3 0 分

@1時間
@2時間
@3時間
@5時間
@8時間
@1  日

@2  日

@4  日

46．8 100．〇

@一
W4．〇

@一
U3．3

U9．2

U5．4

P00．9

X8．3

X6．2

實敷

黷S87

S77

S71

T05

S66

S74

S76

S81

S52

S27

100．O

万ll欝ll駕78

100．0

P01．3

P03．8

P06．3

P02．5

P02．5

P00．0

P01．3

P01．3

X8．7

實数

@｝U860
S360

T000

W760  i

?m56005940

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率
@ 33．5100．0

J127．7…灘！8羅

實数

p61．072．552．5

  一→  一1〔  一
P00．0 0．5 3．0  0 63．0

P06。0 2．0 2．0  0 60．5

P82．1 1．0 5．0  0 33．0

Q16。4  0  1．0  0 26．5

Pii耀；羅1111．9 0。5 7．0 2．053．0

100．0

X6．0

T2．

S2．1

R0．

Q2．2

S0．5

U4．3

U7．4

W4．1

第9表（・） 3・0％硫酸溶液20cc経口的年半（家兎9號δ）

  経

  過

  時

  間

直前（封照）

即興後
 3 0 分

 1時間
 2時間
 3時間
 5時間
 8時間
 1  日

 2  日

 4  日

假「エ」嗜好

淋巴球敷

馳・㈱性白球自動（観察細胞100個）

白血球敏 牛自門分葉敷

封照ヲ 環帯ヲ 1 11 m IV V 封照ヲ

實数
100．0

gセル・
實敷

100．0

gセル
實激

100．0

gセル
百分率 百分率 百分率

2298 100．0 4322 100．0 35．0 44．5 15．5 5．0 0 1，905 100．0

1548 67．4 2638 61．0 39．5 52．5 8．0 0 0 1，685 88．4

3050 132．7 1650 38．2 50．0 44．0 5．0 1．0 0 1，570 82．4

6351 276．4 2321 53．7 60．0 34．0 6．0 0 0 1，460 76．6

7753 337．4 1889 43．7 64．0 33．0 3．0 0 0 1，390 73．0

6225 270．9 1050 24．3 53．0 38．0 8．0 1．0 0 1，570 82．4

5376 234．0 1958 45．3 60．0 36．0 3．0 1．0 0 1，450  1 76．1

2687 116．9 2155 49．9 42．5 48．5 8．0 0 1．0 1，685 88．4

2940 127．9 2380 55．1 56．0 33．0 11．0 0 0
  11，550

81．4

2228 97．0 3148 72．8 41．0 46．0 11．0 2．0 0 1，740 91．3
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 2）赤血球歎及ビ血色素量

 赤血球二二：就テハ，家兎9號ハ4日目二封言

値ノ487萬ヨリ427萬二輕度ノ減少ヲ來セル外ハ

全経過ヲ通ジテ認ムペキ程ノ攣化ヲ來サズ．家

兎10號ハ投病後一時輕微ノ増加ヲ來セルモ，1

乃至2日目＝ハ対照値ノ527萬二封シ夫々459萬

及ビ450萬トナリテ二度ノ減少ヲ來セリ．

 血色素：十二十テハ，雨家兎何レモ投七転輕度

ノ増加乃至ハ夫レノ傾向ヲ示セリ．9Pチ家兎9

號ハ劃照値ノ79％ヨリ2時縞目ニハ84％＝，家

兎10号虎ノ、1時三目二95％ヨリ97％二か日ロセリ．

ソレ以後ハ減少日向ヒ家兎9號ハ8時引目昌封

中値二復齢シ，家兎10號ハ1日目＝一旦復蹄セ

ルモ，2日目ニハ却ツテ90％二減少セリ．

 3）白血球数

 家兎9號二六テハ1時間目顔輕微ノ減少ノ傾

第10表（イ） 3．0％硫酸溶液20cc経口的二一 （家兎10號3）

過

時

間

盟  全血総炭

   酸瓦斯量
赤血球歎

重

  實数糊㌍網野
（・）（V・L％）山山万）高高

血色素量  白血球開

封照ヲ   胃壁ヲ
ユ00．0      100．0

   實数トセル      トセル
百分率   百分率

舗二六商計魏胞）

實数

假・工

贋歎

弩干る1嗜

    
高高1好

ヨ 盤 大 淋巴球
」 基 軍一「郵1照ヲ

鷺1實敷蝦
直前（封照）投興後  3 0 分

@ 1時閲
@ 2時間

@ 3時閲
@ 5時間
@ 8時間
@ 1  日

@ 2  目

@ 4  日

2370 44．2 100．〇

@ 一

W6．9

@ －

W1．9

W5．5

V2．6

P07．7

X9．1

X5．0

527

T42

T59

T39

T65

U01

T40

S59

Sε0

T09

10α0

P02．9

P06．1

P02．3

P07．2

P14．1

P02．5

W7．1

W5．4

X6．6

95

X5

X7

X6

X4

X6

X7

X5

X0

X5

100．0

P00．0

P02．1

P01．1

X9．0

P01．1

P02．1

P00．0

X4．8

P00．0

6420

U920

W580

X600

V320

P4520

V240

X160

U280

U780

    I       E
P00，054．5          1CO．Ol                O

@   l107，857．5105．5
 0

@0

@0

O．5

@0

@0

@0

@0

P．0

3．5

U．5

P．5

R．5

R．0

Q．0

Q．5

Q．5

T．5

Q．5

 0

P．5

P．5

O．5

P．5

P．5

Q．0

   1

P，540．5
O．5』5．5

@  29．5

Q，025．5

@  30．5

@  18．5

@  39．0

@  42．0

@  54．5

@  51．0

100．0

W7．6

V2．8

U3．0

V5．3

S5．7

X6．ε

P03．7

P34．6

P25．

第10表（・） 3．0％硫酸溶液20cc維口白壁投與  （家兎1Ce虎 6）

経 假「エ」嗜好

淋巴球数
幌工・辮舶血球三論五鈷胞）

過 白血球敷 李均核分葉数

『時 間

實数

醤照ヲ
P00．0

gセル
S分率

實数

1興る トセル’百分i率

1 II II1

@ 」

ヒ IV V
實激

封照ヲ
P00．0

gセル
S分來

直前（封照） 3499 1CO．0 2600 100．0 50．0 44．0 5・oi 1．0 0 1，570 100．0

投興後
@3 0 分

3979 113．7 2457 94．5 62．0 31．5 6．51  1 0 0 1，445 92．0

1時闇 5920 169．2 2531 97．3 63．0 34．0 3．0 0 0 1，400 89．2

2時間 6624 189．3 2448 94．2 63．0 35．0 2．0 0 0 1，390 88．5

3時間 4721 134．9 2233 85．9 66．0 30．0 4．O l 0 0 1，380 87．9

5時間 11326 323．7 2686 103．3 68．0 29．0 3．Ol 0 0 1，350 86．0

8時間 4199 120．0 2824 ユ08．6 72．0 26．0 2．Ol 0 0 1，300 82．8

1  日 4946 141．4 3847 148．0 66．0 31．0
  1
R．0 0 0 1，370 87．3

2  目 2418 69．1 3423 131．6 51．0 42．0 7．0 0 0 1，560 99．4

4  日 2949 84．3 3458 133．0 47．0 42．0 11．0 0 0 1，640 104．5
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向ヲ示セルモ，ソレ以後増加ユ轄ジ，3時間目

ニハ封照値ノ6860ヨリ9940（最：高値）二丁度ノ増

加ヲ示セリ．家兎10號二野テハ投與後減少ヲ示

サズシテ直チ＝漸次増加ノ径路ヲ辿り，5時聞

目ニハ6420ヨiJ 14520（最高値）二著明ナル増加

ヲ來セリ．ソレ以後ハ減少二向ヒ聴テ封照値＝

復館セリ、

 4）各種白血球百分率

 野性エオジン嗜妊性白血球百分率ハ投二二5

時早目迄ハ漸次増加ヲ來シ二二家兎9號5於テ

著明ナリキ．帥チ家兎9二二於テハ二二直前ノ

33・5％＝ y’tシ，1時聞目二既二66．0％二増加シ，

5時間目ニハ83．0％（最高値）トナリ，家兎10二

二於テハ引照値ノ54．5％二項シ，1時間目ニハ

69・0％二，5時間目ニハ78．0％（最高値）二増加

ヲ來セリ．ソレ以後ハ漸次減少ヲ來シ，家兎9

號ハ4日目㍉家兎10號ハ1日目二何レモ封照

値二復婦セリ．淋巴球百分率ハ假性エオジン嗜

好性白血球ノ夫レトハ全ク相反的二攣化シ，5

時間目迄ハ漸次減少シ，ソレ以後増加二縛ゼ

リ，「エオジン嗜好性白血球，塵基嗜好性白血

球及ビ大鹿核球等ノ百分率二就テハ，ソノ攣化

一般二僅少ニシテ特別ナル傾向ハ認メラレズ．

樹感性エオジン嗜好性白血球實藪ハ投心後5時

間目頃迄ハ漸次著明二増加シ，夫々ノ最高値a

就テ観ルニ家兎9號ハ3時間目二斜照値ノ337．

4％＝，家兎10號ハ5時闇目二323．7％二噌加セ

リ．淋巴球馬瀬ハ家兎10號固著経過ヲ通ジテ著

明ナル攣化ヲ來サザリシモ，家兎9號ハ投與後

5時問目迄漸次著明二減少ヲ來セリ．

 5）野性エオジン嗜好性白血球核移動

 爾家兎何レモ投與後漸次ソノ卒均核分葉数ヲ

減少シ，著明ナル左方移動ヲ廉セリ．帥チ家兎

9號ハ封1二値ノ1．905二封シ，1時間目＝ハ1，5

70 ＝，3時二目＝ハL390（最低値）＝，8時丁

目ニハ1．450トナリ，家兎10號ハ封時値ノ1570

二封シ，1時闇目ニハ1．400二，8時聞目ニハ

1．300（最低値）トナリ，ソノ最：低値ハ到照値ノ

夫々73．0％及ビ82．8％＝當り，著明ナル：左方移

動ヲ來セリ．ソレ以後ハ漸次平均核分葉藪ヲ増

加シ，4日目ニハ何レモ封即値二全ク復：蹄セ

リ．

第4章総括並＝考按

 IO頭ノ家兎ヲ2頭宛5群二分チ1， II及ビIII

ge ・＝ハ4．0％盤酸溶液ヲ夫々5， I O及ビ20cc宛

ヲ，IV及ビV群ニハ3．0％硫酸溶液ヲ夫々10及

ビ20cc宛ヲ，早朝塞腹時二二二息子ヲ以テ投與

シ，投與直前僕f照），投二二30分，1，2，3，5，8

時間，1，2及ビ4日ノ間隔ヲオキテ，主トシ

テ血液酸臨基卒衡歌態ト假性エオジン嗜好性白

血球核移動トノ攣化ヲ，併セテ赤血球数，血色

素量，白血球藪及ビ各種白血球百分二等ノ二化

ヲ観察セリ。各個髄二於ケル夫々ノ實験成績

ハ，既二第3章二野テ詳述セルラ以テ，本章二

於テハ之等ノ實験成績ヲ各群二於テ平均セルモ

ノヨリ総括ヲ試ミ（第12－16表，第1－5圖），

併セテ酸経口的野営時二於ケル血液酸丁丁平衡

並二血液像ヲ観タル先人ノ交献二徴シテ考按ヲ

試ミント欲ス．

 余が本實二二使用セル盤酸及ビ研酸ハ共二胃

酸二三スル酸ナレドモ，酸トシテノ張サEPチ同

規定液＝於ケル電離度ヲ比較スル＝，肇酸ノ方

が硫酸ヨリモ張キ酸ナリ．叉余ハ硫酸二於テハ

盤酸ヨリモ生三二封スル局所作用強シトノ先人

ノ言二依リ，盤酸ハ4・0％溶液ヲ用ヒタルモ硫酸

ハ3．0％溶液ヲ使用セリ．今各家四二投與セラ

レタルHCI量（開口H2SO4量：〉及ビH：量ヲ艦重

當kg二到シテ表門セバ第11表二示セル如クニ

ナレリ，

 帥チソノH：量二就テノミ観レ2“’ 3．0％硫酸10

cc投與ハ4・0％盤酸5cc投與ノ場合＝f3．0％硫酸

20cc投與ハ4．0％蜷酸10cc投與ノ場合二大凡相

匹敵スル値ヲ示セリ．

 1）血液緬炭酸瓦斯量

 酸ノ維口的投與＝依りテ各群何レモ血液総炭

酸瓦斯量ノ著明ナル減少ヲ來セリ．今二二二二
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第11表  各家兎禮重：當kg H：Cl（或ハH2SO4）二二H投下量

酸 種 類

繕量矯號    1 1家兎騒IHC1量（叉ノ、II2s（）4量）！k9（9）1  （㎎）

H量燕9
img）

5
i1號
@2 號

1780

P790

112．4

P11．6

 3．107

10
3 號

S 號

1875

P990

       1
Q13．2         5．893

Q01．2        1 5．561       ［4％油酸水溶液

20
5 號

U 號

3320

R085

240．8

Q59．2

6，655

V，164

3％硫酸水溶液

10
7 號

W 號

2030

Q000

147．9

P50．0@      1

3，040

R，083

20
9 號

P0 號

2080

Q370

       1
Q88．6         5．931

Q53．2          5．204

テ平均セルモノニ就テ之ヲ仔細二二ルニ．4．0％

門門溶液二七實験二二テハ5cc投與ニチハ1時

問目ニハ封照値ノ955％二，5時問目ニハ74．7

％（最低値）二減少シ，8時間目ニハ82．4％二恢

復セリ．10cc投與＝テハ1時間目ニハ75．3％＝，

5時聞目ニハ52．3％（最低値）二減少シ，8時

間目＝ハ56．2％二三徴ノ恢復ノ傾向ヲ示セリ．

20cc投與＝テハ1時間目ニハ60．1％二，8時間

目ニハ45．5％二，1日目ニハ41．0％（最低値）二

著明ナル減少ヲ來セリ．：叉3．0％硫酸溶液投法

實験二於テハ10cc二三ニチハ1時聞目＝ハ82，1

％＝，3時三目ニハ79．1％（最低値）二減少シ，

8時聞目ニハ83．3％昌輕度ノ恢復ヲ示セリ．

20cc投與ニチハ’1時聞壷焼ハ85．5％＝，8時十

目昌ハ69．0％（最低値）二減少セリ．術ソノ後ノ

経過二就テハ盤酸投長子験ノ5cc糸引ニチハ1

日目二封照値ノ130。6％トナリテ著明ナル増加

ヲ來シ，却ツテ血液アルカロージス」ヲ惹起シ

テ4日目二117．4％トナリテ封照値二上ヅケリ．

10cc投與＝テハ1日目二97．1％トナリテ略封照

値二恢復セIJ．20cc投與ニチハ4日目二三ルモ
                 の未ダ90．0％ニテ常態二復麟スルヲ得ザリキ．硫

酸投與實駿ニチハ10cc投槍ニチハ2日目； 98．8

％トナリテ封照門二復飾シ，20cc門門ニチハ1

日目＝10‘L3％二，2日目＝98．7％トナリテi封1照

値二復蹄セリ．以上ノ實験成績ヲ通覧スル昌，

一般二酸ノ投與量ノ増大スルニ件ヒテ，血液総

炭酸瓦斯量ノ減少度モ著明ニシテ，恢復モ亦遷

延シ長ク著明ナル血液アチドージス」ノ駄態ヲ

二心スルヲ認メ得ペキ事，前報ノ酸注射二二ケ

ル場合ト全ク同様ナリ．術大量二三例二於テハ

4日目迄ノ経過二丁テ認ムルヲ得ザリシモ，少

量二二例二於テハ血液アチドージス」ヲ惹起後，

1乃至2日目＝却ツテ血液アルカロージス」ノ

状態ヲ二二シテ鰭テ常態二丁節スル傾向ヲ示セ

リ．カ・ル現象ハ二二ノ酸注射ノ場合ニハ，余

ノ實験範園内二丁ケル凡テノ實験二丁テ認メタ

ル所ナリ．余ハ此ノ経口的投與實験二於テハ，

注射實験ノ場合二比シテ，遙＝高濃度ノ酸ヲ使

用セル故，経口的投與實験ノ少量例ト難モ，注

射實験ノ大量例ヨリモ遙二多量：ノ酸ヲ投與セシ

事トナレリ．之ヨリ観レバ家兎ハ或ル範園迄ノ

’酸ノ投與＝ヨリテハ，井井後血液アチドージ

ス」ヲ惹起スルモ，ソノ後ノ経過；於テ概取食

物ヨリ過剰ノ「アルカリ」ヲ撮取スル事，ソノ他

ノ種々ノ原因山偏リテ，却ツテー時血液アルカ

ロ・一ジス」ノ状態ヲ呈シテ鰭テ常態二復館スル

モノト考へ得ベシ．

 之ヲ文献二輪スルs，十二！874年：Lassarハ

硫酸ノ稀薄溶液ヲ添加セル飼料ヲ以テ，家兎，

猫，三等ヲ飼養シ，該動物ノ血液アルカリ度ヲ

酒石酸ヲ以テ滴定セル＝，正常動物二比シテ
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266 井

「アルカリ度ノ著明＝減少セルラ観テ，生干ハ

吸牧サレタル酸ノ中禾llノタメニ盤基ヲ濯｝失スル

事實ヲ認田圃リ．ソノ後Walter， Kraus，長澤，

Haldane，佐藤，一松，倉上，小林，立澤，安

田，李澤立田等モソノ使用セル酸ノ種類濃

度，投與量並ビニ實験動物等ハ各研究者二上リ

テ夫々異リ，且ツ1出投與，反覆連一投航船二

依リテ，ソノ減少ノ程度二院テハ各自報告スル

所匠々ナルモ，何レモ酸ノ経口的投與二依リテ

血液総炭酸瓦斯量ノ減少スル事實ヲ認メタリ．

樹余ハ本丁験二於テハ，都合二面リテ血液水素

イオン濃度ノ攣化二就テ観察ヲ行フヲ得ザリ

シヲ遺憾トスルモノナルモ，Gigon， Koehler，

Weiss－SUmegl等ハ人心及ビ海狽；二酸ヲ経口的

＝投與シテ血液PHモ低下スルヲ認メタリ．術

草食動物タル家兎旧慣テハ，常二食品ヨリ過剰

ノ「アルカリ」ヲ弓取スル三野ンド「アルカリ Jtw

乏ノ機禽二遭遇スル事ナク，從ヒテ高度ノ調節

機轄ノ必要ナキタメ，犬ソノ他ノ肉食動物二比

シテハ，二六與＝依りテ血液豫備アルカリ」ノ

減少度遙二著明ナルハ，既二先人ノ認メテ成書

ノ記載スル所ナルモ，余ノ實験二於テモ酸ノ経

口的投忌日依リテ，家兎ハ極メテ著明ナル血液

総炭酸瓦斯量ノ減少ヲ來シ顯著ナル血液アチド

第12表4．0％盤酸溶液5cc経口的引回甲西ノ総括 （家兎2頭ノ牛均）

縄
過
時
間

直前樹照）
注射後
 3 0 分

 1時間
 2時間
 3時間
 5時間
 8時間
 1  日

 2  日

 4  日

虫酸
皿瓦
総斯
炭量

ICO．0

95．5

76．8

74．7

82．4

130．6

127．7

117．4

歩

皿
球
数

100．0

102．8

101．1

98．4

93．9

99．7

102．7

99．1

91．0

90．5

血

色
素
面

白

皿
球
撒

leo．0

104．2

104．7

101．8

103．6

103．6

100．6

98．9

96．7

100．0

106．3

114．5

113．4

116．0

126．1

123．1

136．9

122．5

假好
「百

ご分

嗜率

94．91 111．4

100．0

100．6

110．1

128．1

140．9

172．9

164．0

155．9

127．4

127．0

淋即
下率
球
心

100．0

98．4

87．3

86．5

77．9

62．7

66．4

72．6

83．2

86．5

富津
「實
ご数

嗜

100．0

107．2

130．6

145．0

164．7

213．2

200．9

213．8

157．6

140．7

淋敷
巴
球
實

leo．0

104．4

96．9

98．4

89．9

81．3

82．4

99．1

100．9

96．8

假面分
』牛葉

L均撒
三飯

100．0

94．3

89．3

91．4

88．5

82．8

81．3

88．2

97．9

101．2

第13表4・0％塵酸溶液10cc経口的投與實験ノ総括（家兎2頭ノ李均）

経 全智 赤 血 白 假好 淋分 假好 論調 假応分
過時 血二

Y斯

血球 色素 血球 望百区分 巴i率 三實」籔 四球 三雫葉」均数

回 炭量 数 量 藪 嗜率 百 嗜 實 嗜核

直前（封照） 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0
注射後3 0 分

一 103．1 102．2 89．2 129．7 85．4  1 116．1 76．5 91．5

1時…間

Q時間
R時間

75．3

|66．1

104．0

P01．6

X8．8

103．3

P02．7  i102・21

87．7

X8．3

P51．5

161．7

P67．2

Q67．4

．iil／ i蟹：1391．3 68．3

U8．7

T1．8

88．5

W7．8

W6．9

5時間 52．3 99．1   1P02．7［ 133．7 37．9 365．3 50．5 82．5

8時間 56．2 91．8 101．0 132・1｝ 239．1 41．3 314．8 52．4 88．8

1  日 97．1 90．3 99．81 121．2 162．1 64．9 198．2 76．4 91．5
E

2  日 103．1 86．3 95．81 135．1 146．9 75．4 196．7 103．2 92．6

4  日 96．5 88．8 95．3 109．1 124．6 81．4 137．6 87．7 96．6
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第14表 4．0％都県溶液20cc経口的上馬實験ノ総括 （家兎2頭ノ李均）

経 血判 赤 血 白 假好 画派 爪白 淋歎 三好分
過時 血瓦

克z

血球 色素 血球 「百

ｲ分
二二 三賀」撒 巴球 ヨ中葉」均直

間 炭量 轍 量 轍 嗜酒 百 嗜 實 内核

直前（封照） 100．0 100．0 100．0 エ00．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0
注射後3 0 分

一
107．1 104．7 85．5 94．0 98．8 80．7 83．8 96．2

1時間 60．1 111．4 106．4 81．3 137．4 62．9 110．0 50．3 89．2

2時間 一 109．6 108．0 155．0 163．3 42．4 241．5 65．0 84．8

3時間 66．9 113．9 110．8 146．6 166．6 43．6 237．1 63．8 82．8

5時間 61．3 113．3 109．6 177．1 174．0 45．3 298．1 82．1 83．6

8時間 45．5 107．1 108．3 179．5 167．4 39．7 292．7 69．7 85．5

1  日 41．0 95．6 100．8 131．8 137．2 54．5 176．7 66．8 81．3

2  日 65．7 83．8 86．4 129．6 150．9 53．1 203．6 69．3 83．4

4  日 90．0 70．8 76．4 111．0 115．2 83．6 127．8 92．8 93．3

第15表 3．0％硫酸溶液10cc経口的投遼寧験ノ総括 （家兎2頭ノ牛込）

縄 至酸 赤 血 白 假好 淋分 假好 淋数 假好分
片時 血瓦

克z

血球 色素 血球 三百」分 巴率 三子」数 巴球 ヨ四葉」均激

間 炭量  数
F

量 数 嗜率 百 嗜 實 三面

直前（封照） 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

注射後
@3 0 分 一

96．0 101．2 84．2 96．7 102．4 81．3 86．2 92．3

1時間 82．1 102．6 102．7 87．1 97．6 101．8 84．9 88．9 90．0

2時間 一
96．2 104．0 104．7 112．6 87．2 116．4 92．0 90．1

3時間 79．1 101．1 100．7 122．1 122．0 81．9 148．8 100．0 86．9

5時間 82．7 98．3 100．0 107．4 134．1 71．8 143．6 77．4 86．2

8時間 83．3 94．7 102．0 113．3 114．4 84．7 127．5 98．4 87．9

1  日 93．2 92．8 100．1 81．7 76．0 116．8 62．1 95．5 91．5

2  日 98．8 92．0 96．6 94．6 108．3 90．8 102．6 85．7 102．7

4  日 94．3 92．6 95．5 98．7 90．3 106．8 91．5 103．9 100．8

第；16表 3．0％硫酸溶液20cc経口的投一問験ノ総括 （家兎2頭ノ李均）

出
過
時
間

直前（町歩）

注射後
 3 0 分

 1時聞
 2時間
 3時間
 5時間
 8時聞

1

2

4

日

日

日

全酸 赤 血 白 假好 淋分 知計 心知 三好吻
血1瓦

克z

血球 色素 血球 「百

ｲ分
三二 ヨ貴」籔 四球 「二葉工」駒澤

炭量 数 量 敷 嗜率 百 嗜 實 三飯

100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

一 100．4 100．7 85．7 105．8 91．8 90．6 77．8 90．2

85．51
@1一  旨

101．4

P03．0

103．0

P03．7

103．3

P38．7

154．4  1

P71．5】

62．6

T2．6

151．0

Q32．9

67．8

V4．0

85．8

W2．6

72．6 101．5 100．8 129．5
  1175．61

52．8 236．2 64．8 80．5

77．4 105．7 101．8 167．8 195．5 34．0 297．3 63．8 84．2

69．0 100．1 101．1 112．4 157．7 68．4 177．0 77．0 79．5

104．3 92．9 100．7 110．2 124．9 84．0 129．2 99．0 87．9

98．7 89．1 98．1 89．7 113．7 101．0 98．5 83．4 90．4

95．6 92・21 99．4 96．1 95．9 105．0 90．7 102．9 97．9
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第1圖 4．0％鷺酸溶液5cc経口的投與 （家兎2頭ノ李均）
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第2圖 4．0％肇酸溶液10cc経口的投壷 （家兎2頭ノ北画）
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第4圖 3．0％硫酸溶液10cc経口的投與 （家兎2頭ノ4三回目
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一ジス」ヲ惹起スルヲ認メタルモノナリ．

 2）赤血球数及ビ血色素量

 赤血球数二就テハ，4．0％塵酸20cc投與實験

二於テノミハ投與後8時間目迄ハ輕度ノ増加ヲ

來セルモ，爾絵ノ實験二於テハ多少ノ動揺ハ冤

レザルモ，8時間目迄ハ認ムベキ程ノ攣化ヲ來

サザリキ．全経過ヲ通ジテ：最モ著明ナルハ，1

乃至2日目ヨリ各群何レモ赤血球数ノ七度乃至

ハ比較的著明ナル減少ヲ來セル事ニシテ，ソノ

最低値昌就テ観ル昌，4．0％盤酸溶液投與實験

ニチハ，5cc投與＝テハ4日目二封照値ノ905

％二，10cc投與ニチハ2日目＝86・3％＝，20cc

投與ニチハ4日目二70．8％＝，3．0％硫酸溶液投

與實験ニチハ，10cc投與ニチハ2日目二92．0％

二，20cc投與＝テハ2日目＝ 89．1％二何レモ減

少ヲ來セリ．

 血色素一二就テハ晶群何レモ投與後8時間目

迄ハ輕度ノ増加ノ状態ヲ來シ，殊二赤血球数ノ

増加ヲ認メタル4．0％盤酸20cc投與實験二於テ

最モ著明ニシテ，3時間目二封照値ノ110．8％二

増加ヲ來セリ．然レドモ1日目ヨリハ赤血球歎

ノ減少＝件ヒテ，血色素量モ亦輕度乃至ハ比較

的著明ナル減少ヲ來シ，殊＝4．0％塵酸溶液20cc

投與例昌於テ最モ著明ニシテ4日目二封照値ノ

76．4％二減少セリ．

 之ヲ丈献二徴スルニ，Detreハ犬二毎日n／10

塵酸溶液ヲ蓮綾的二投與シテ飼養セルニ，赤血

球数ハ階段的二著明二増加シ，投與ヲ中止スル

ニ及ビテ階段的二減少シテ蠣テ樹照値二復臨ス

ルヲ観，：Kerti一一Stengelハニ十日．鼠ヲ盤酸ヲ以テ
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飼養セルニ，初期ニー時赤血球数回ピ血色素：量

ノ壇加ヲ來シ，後＝減少二移行スルヲ認メタ

リ．李澤ハ幼若白鼠ヲ硫酸水，炭酸水，酷酸二等

ヲ投與シテ飼養セルニ，一一般＝貧血ノ傾向ヲ來

スヲ認メタリ．酸ノ下町ノ場合ノ赤血球数及ビ

血色素量ノ攣化＝關シテハ，一方二酸ノ投與量

ト密接ナル關係ヲ有シテー概ニハ論ズルヲ得ザ

ルモ，前述諸氏ノ業績ヲー括スレバ，酸ノ維口

的投與＝依りテハ初期ニハー時増加ヲ來スベキ

モ，蠣テハ減少ヲ來スモノノ如シ．余ノ實験ハ

酸ノ1回投與實開門シテ前述諸氏ノ反覆投與實

験トハ同日二四ズル：事ヲ得ザルハ勿論ナルモ，

余ハ酸ノ経口的投四二依リテ8時間目迄ハ赤血

球藪：二就テハ野守或ハ梢増加ノ傾向ヲ，血．色素

量：二丁テハ輕度ノ；噛加ヲ來スモ，1日目ヨリハ

何レモ減少スルヲ認メタルモノニシテ，前述諸

氏ノ観タル所ト略同様ナル径路ヲトレリ．

 3）白血球数

 酸投與後一時滅少ヲ示シテ後，或ハ減少ヲ示

サズシテ直チニ漸次斜度乃至ハ著明ナル増加ヲ

來セリ．今各群四二セルモノニ於テ増加ノ最：高

値ヲ観ルニ，斗．0％盤酸投與實験二於テハ5cc投

與＝テハ5時間目二126．196（1日目二136．9％）

＝，10cc投與ニチハ3下聞目二1515％＝，20cc

投下ニチハ5時間目二179．5％＝，3．0％硫酸溶

液投與實験二十テハ10cc埋門ニチハ5時間目＝

134．1％：＝，20cc投写ニチハ5時聖目二167．8％

二子レモ輕度乃至ハ著明ナル増加ヲ來セリ．帥

チー・一・一一L般二酸ノ岬町量ノ増大スルS件ヒテ白血球

数ノ増加モ亦著明ナル観ヲ與ヘリ．而シテ4日

目迄＝ハ各階何レモ封三値二野節乃至ハ近ヅケ
リ．

 之ヲ文献二徴スル＝，Ciaccioハ12人ノ健康

男子＝4％盤酸溶液ノ50乃至100ccヲ経口的二

投與シテ白血球数ノ増加スルヲ認メテ，普通ノ

消化性白血球増多症ハ胃中ノ盤酸造成二丁リテ

惹起セラル・モノナラント推論セリ．Cavaliere

ハ犬＝ O・4％肇酸溶液ノ約200ccヲ経口的x三

門シテ，白血球増多症ノ毛細管血，心臓血及ビ

静脈血ノ何Pt ＝於テモ起レルヲ観テ，コノ場合

ハ二巴ノ白血球増多症ナリト云ヘリ．術臨床的

ニハReichmannハ30－40％ノ硫酸ヲ飲用セル

18歳ノ男子二二キ，Amethハ塵酸ヲ飲用セル

49歳ノ男子二丁キ，Pulverハ濃盤酸ヲ飲用セル

25歳ノ女子二三キ，何レモ白血球数ノ二度乃至

ハ著明ナル増加ヲ來セルラ観タリ．

 4）各種白血球百分率

 各群二三テ干均セルモノニ就テ観ルニ，假性

エオジン嗜好性白血球百分率ハ二二何レモ二二

後漸次増加ヲ來シ，5時問目二丁テ最高値ヲ示

セリ．帥チ4．0％丁丁投下實験二丁テハ5cc下

平ニチハ投門下1時間目ニハ壁ナ照値ノ110．1％

二，5時聞目ニハ172．9％＝、8時間目ニハ16

4．0％二，10cc投與ニチハ1時四目ニハ16L7％

二s5時間目ニハ275・7％二，8時聞目チハ23

9．1％二，20cc投與＝テハ1時間目ニハ137．4％

＝，5時間目ニハ174．0％＝，8時聞目田口16

7．4％＝，3．0％硫酸投．與實験二於テハ10cc投與

ニチハ1時聞目ニハ封照f直ノ97．6％ニシテ攣化

ヲ認メザリシモ，5時四目r一ハ131．1％二，8時

間目ニハ113．3％二，20cc投與＝一テハ1時聞目

隅一151．4％二，5時押目＝ハ1955％二，8時

丁目＝ハ12斗．9％二間レモ丁度乃至ハ著明ナル

増加ヲ來セリ．ソレ以後ハ減少ノ方向二向ヒ，

3．0％硫酸投與實二二於テハ2日目頃迄二塁t照

値二復蹄スルヲ得タルモ，4。0％盤酸投與實験二

於テハ4日目ニハ封照値ニカナリ・二接近スルヲ

得タルモ，未ダ完全ニハ復節スルヲ得ザリキ．淋

巴球百分率ハ胡町エオジン嗜好性白血球ノ夫レ

トハ全ク相反二二二化シ，5時二目二二ハ漸次

減少シソレ以後増加二二ヘリ．「エオジン嗜好

性白血球，二丁嗜好性白血球及ビ大軍核球等ノ

百分i二二就テハ，ソノ二化ノ程度一般二僅少ナ

ルカ或ハ二化ノ欺態不規則ニシテ特別ナル傾向

ヲ認ムルヲ得ズ．尚實三二就テハ，假性エオジ

ン嗜好性白血球藪ハ投牛後各二二レモ著明二増

加シ，ソノ最高値二叉テ観ルニ 4．0％盤酸投與

實験二四テハ5cc投與ニチハ5時二目二二撫｛値

ノ213．2％・，10cc投與ニチハ3時間三二391．3

％二，20cc投與ニチハ5時間目二298．1％二，
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3．0％硫酸溶液投壷實験二於テハ10cc投與ニチ

ハ3時聞目二148．8％二，20cc投信ニチハ5回

忌三二297．3％二著明ナル増加ヲ來セリ．淋巴

球歎ハ投與瑛二度乃至ハ比較的著明ナル減少ヲ

來セリ．

 之ヲ文献二二スルニ，Hoff， Pulverモ中性嗜

好性白血球百分率ノ増加及ビ淋巴球百分率ノ減

少ヲ観テ余ト所見ヲ同ジクセリ．

 5）假性エオジン嗜好性白血球核移動

 投與後何レモソノ平均核分葉敷ヲ漸亥減少シ

テ著明ナル左方移動ヲ來セリ．今ソノ亭均核分

葉数ノ各群二於テ李均セルモノニ就テ観ルニ，

4．0％塵酸溶液二三實三二於テハ5cc投與ニチハ

1時二目二二照値ノ89．3％＝，8時閻二二81．3

％（最低値）二，10cc投與ニチハ1時聞二二88．5

％二，5時三目二82．5％（最低値）＝，8時關二

二88．8％二，20cc投與ニチハ1時三目二89．2％

二，3時聞目二82．8％二，8時間目二85．5％二，

1日目二81．3％（最低値）二，3．0％硫酸溶液投與

實験二二テハ10cc投與＝テハ1時間目二90．0％

＝，5時間目二86．2％（最低値：）二，8時丁目二

87．9％二，20cc翌翌ニチハ1時間目＝ 85．8％二，

8時聞目＝79．5％（最低値）二二レモ著明ナル減

少ヲ來セリ．而シテソレ以後ハ増加二蒋ジ聴テ

封照値＝復二二クハ近ヅケリ．

 之ヲ文話二徴スルニ，Reichmann， Ameth，

Hoff， Pulverハ臨床的＝夫々盤門下ハ硫酸飲用

後ノ血液像ヲ調べテ，何レモ著明ナル：左方移動

ノ來セルラ観，加々美ハ人艘二丁化アンモニウ

ム」ノ経口的二品ヲ行ヒテ，左方移動ヲ來セル

ラ報ゼリ．

 階，如上ノ實験成績ヲ血液酸盤基卒衡ト白血

球核移動トノ關係ナル観勲ヨリ考察スル＝，酸

ノ経口的投二二依リテ著明ナル血液総炭酸瓦斯

量ノ減少ヲ來シテ顯著ナル血液アチドージス」

ノ歌態ヲ護現スルト共二，之ト随件シテ假性エ

オジン嗜好性白血球核モ漸次著明；二左方移動ヲ

起シ，血液アチドージス」ノ歌態輕減スルト共

二核型モ亦漸次亭均核分葉敷ヲ増加シテ鰭テ常

態二二蹄スルヲ観タルモノニシテ，此ノ場合二

丁テハ，血液アチドージス」ト白血球核ノ左方

移動ト，血液アルカロージス」ト核ノ右方移動

トハ相学俘スルトセルHoff氏所説二二一致ス

ル所見ヲ得タリ．唯少量投與例二野テハソノ恢

復ノ途上＝J1血液総炭酸瓦斯量ヲ著明二増力1シ

テー時血液アノ1カロージス」ノ歌態ヲ護現シテ，

然ル後＝常態＝向ツテ恢復スルニモ拘ラズ，核

型ハ常二封二値ヨリモ左方移動ノ下下ヲ保チナ

ガラ，漸次徐々二卒三子分葉撒ヲ増加シテ鰭テ

常態二三蹄スルモノニシテ，コノ黙二丁シテハ

聯力該所ix F一一一一致セザルモノナリ．

第5章 結

 10頭ノ成熟家兎ヲ2頭宛5群二分チ第1，第

2及ビ第3群ニハ4．0％塵酸溶液ヲ夫々5，10

及ビ20cc宛ヲ，第4及ビ第5群ニハ3．0％硫酸

溶液ヲ夫々10及ビ20cc宛ヲ，早朝室腹時＝胃清

息子ヲ以テ投下シ，投與直前（封照），投與後30

分，1，2，3，5，8時間，1，2及ビ4日ノ間隔

ヲオキテ．主トシテ血液総炭酸瓦斯量ト假性エ

オジン嗜好性白血球核移動トノ心心ヲ，併セテ

赤血球数，血色素量，白血球数回ビ各種白血球

百分率等ノ攣化ヲ検索シテ次ノ如キ結論ヲ得

タリ．

論

 1）血液総炭酸瓦斯量ハ二品後記明ナル減少

ヲ來シ，高著ナル血液：アチドージス」ヲ獲現セ

リ．而シテ二品量：ノ増加スルニ從ヒテ血液総炭

酸瓦斯量ノ減少ノ程度モ著明ニシテ，恢復モ亦

遷延シ長ク著明ナル血液アチドージス」ノ歌態

ヲ糧績セリ．樹心七二ノ比較的少量ナル時ハ，

1乃至2日目ニー時封照値以上二血液総炭酸瓦

斯量ヲ増加シ然ル七二封照値二二蹄スル傾向ヲ

示セリ．

 2）赤血球数ハ盛酸溶液大量投與實験二三テ

ハ投二二二度ノ増加ヲ來セルモ，二二ノ實wa ：

［ Ml 1
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於テハ8時血目迄ノ経過中ニチハ認ムペキ程ノ

i攣化ヲ來サズ．但シ1日目ヨリハ全例二於テ輕度

若クハ比較的著明ナル減少ヲ來シ，カ・ル減少

度ハ畔塗量ノ大ナルモノ程著明ナリ．血色素：量

ハ8時間目四川輕度ノ増加ヲ來セルモ，1日目頃

ヨリ輕度肝クハ比較的著明ナル減少ヲ來セリ，

 3）白血球数ハ四四直後多数ノモノニ於テー一

時丁度ノ減少ヲ來セルモ，ソレ以後8時丁目頃

迄ハ何レモ輕度乃至ハ著明ナル増加ヲ來セリ．

而シテ増加ノ程度ハ投與：量ノ大ナルモノ程著明

ナリ．

 4）各種白血球百分率二極テハ假性エオジン

嗜好性白血球ハ投網後5時闇目迄漸次著明二増

加シ，ソレ以後減少二軍ジ4日目迄口封照値＝

復蹄乃至ハ近ヅケリ．淋巴球ハ假性エオジン嗜i

好性白血球ト全ク相反的二攣化セリ．「エオジ

ン嗜好性白血球，塵基嗜好性白血球及ビ大軍核

球等二就テハ，一定セル攣化ヲ認ムルヲ得ズ．

伺實数二就テハ，油性エオジン嗜好性白血球敷

帰投血忌著明二増加シ，淋巴球敷ハ減少セリ．

 5）壁面エオジン嗜好性白血球核移動ハ投與

後漸次軍職核分葉数ヲ減少シテ著明ナル左方移

動ヲ來セリ．而シテ5時寓目乃至1日目ニソノ

程度最モ著明ニシテ，ソレ以後恢復二向ヒ鰭テ

封照値：二甲唄若クハ近ヅケリ．

 6＞要之，酸ノ経口的投與二四リテ，投與後

血液総炭酸瓦斯量ハ著明ナル減少ヲ來シテ顯著

ナル血液アチドージスJヲ護現スルト共働，之

ト随伴シテ假性エオ’ジン嗜好性白血球核ハ著

明ナル左方移動ヲ來シ，次デ血液アチドージ

スJノ輕減乃至ハ清高卜二二平均核分葉藪モ漸

次常態二恢復スルモノニシテ，Hoff氏所説二

略一致スル所見ヲ得タリ．唯少量投函例二三

テ血液アチドージス」惹起後，一時著明ナル血

液アルカロ・一ジス」ヲ獲現シテ，然ル後常態二

恢復スルニモ拘ラズ，核ハ封照値ヨリモ常＝．雫

均核分葉勲ノ減少ノ欺態ヲ保チナガラ．漸次常

態二恢復スルモノニシテ，コノ鮎二關シテハ聯

力該所説卜一致セザルモノナリ．
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